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〈
要
旨
〉
本
居
宣
長
は
知
る
人
ぞ
知
る
愛
煙
家
で
あ
る
。
医
者
に
な
る
た
め
の
修
行
で
京
都
に
留
学
し
た
二
十
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
煙

草
を
欠
か
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
学
者
と
し
て
の
宣
長
は
、
煙
草
を
喫
む
だ
け
で
な
く
、
煙
草
に
関
す
る
知
識
を
漢
籍
な
ど
か
ら
吸
収
し
、

そ
れ
を
手
控
え
と
し
て
書
き
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
四
歳
の
時
、
煙
草
に
対
す
る
限
り
な
い
愛
着
を
こ
め
て
『
お
も
ひ
草
』（
別
名
、
尾

花
が
本
）
と
い
う
随
筆
に
し
た
た
め
た
。

　

本
稿
は
『
お
も
ひ
草
』
に
つ
い
て
、
そ
の
残
存
伝
本
を
調
査
し
、
本
文
批
評
・
本
文
校
訂
を
経
た
上
で
、
注
釈
を
付
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
ま
ず
、
諸
本
調
査
の
結
果
、
原
則
と
し
て
写
本
は
「
尾
花
が
本
」、
版
本
は
「
お
も
ひ
草
」
と
称
す
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
次

に
、
版
本
よ
り
も
写
本
の
方
が
原
本
の
面
影
を
伝
え
て
お
り
、
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
五
葉
蔭
文
庫
蔵
『
尾
花
が
本
』
を
底
本
と
す
る
の
が

適
切
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。
第
三
と
し
て
、
注
釈
作
業
の
結
果
、
宣
長
が
純
正
和
文
に
よ
る
文
章
表
現
の
技
術
を
二
十
代
の
早
い
時
期

に
ほ
ぼ
完
璧
に
獲
得
し
、
そ
の
能
力
を
自
在
に
発
揮
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
文
章
を
綴
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
風
景
描
写
や
心
情
描

写
な
ど
の
際
に
は
、
古
今
和
歌
集
や
源
氏
物
語
と
い
っ
た
古
典
文
学
作
品
が
典
拠
と
さ
れ
て
、
流
麗
な
王
朝
物
語
文
学
の
擬
古
文
体
で
描
か
れ
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る
一
方
で
、
煙
草
そ
の
も
の
を
描
写
す
る
際
に
は
、
近
世
の
俗
文
体
を
用
い
て
描
か
れ
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
俗
文
体
は
、

後
に
宣
長
が
議
論
や
記
事
を
記
す
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
汎
用
性
の
高
い
俗
文
体
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
宣
長
が
国
学
者
と
し
て
活

動
す
る
上
で
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
本
居
宣
長
・『
お
も
ひ
草
』（
尾
花
が
本
）・
本
文
研
究
・
本
文
注
釈
・
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
五
葉
蔭
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
　

一
、
愛
煙
家
と
し
て
の
本
居
宣
長

　

国
学
者
本
居
宣
長
が
愛
煙
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
る
人
ぞ
知
る
事
実
で
あ
る
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
門
弟
で
熊
本
藩
士
の

長
瀬
真
幸
に
よ
る
証
言
に
触
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う（
注
１
）。

或
年
、
長
瀬
真
幸
松
阪
ヲ
辞
シ
テ
郷
里
熊
本
ニ
帰
ル
。
一
日
予
ヲ
訪
ヒ
、
談
遊
学
中
ノ
コ
ト
ニ
及
ブ
。
曰
ク
、
宣
長
喫
烟
ヲ
嗜
ム
コ
ト
甚

シ
ク
、
談
笑
ノ
裡
、
常
ニ
烟
管
ヲ
放
タ
ズ
。
タ
メ
ニ
室
内
濛
々
ト
シ
テ
白
烟
満
チ
、
コ
ト
ニ
粗
葉
ナ
レ
バ
ニ
ヤ
、
臭
気
甚
シ
ク
、
座
ニ
堪

ヘ
ズ
ト
。
烟
草
ハ
モ
ト
本
邦
ノ
産
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ヲ
、
国
学
者
ニ
シ
テ
コ
レ
ヲ
嗜
ム
ハ
、
其
ノ
意
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
。

　

弟
子
と
談
笑
す
る
時
に
も
煙
管
を
手
放
さ
ず
、
書
斎
鈴
屋
に
白
煙
が
充
満
し
て
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
田
一
道
の
手
記

よ
り
紹
介
さ
れ
た
話
で
あ
る
が
、
そ
の
最
後
に
は
国
学
者
宣
長
が
舶
来
の
タ
バ
コ
を
好
む
こ
と
に
言
及
し
、
皮
肉
な
視
線
を
送
っ
て
い
る
。
む

ろ
ん
、
こ
の
結
び
は
批
判
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
単
純
に
話
の
オ
チ
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
愛
煙
家
と
し
て
の
宣
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長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
伝
え
る
逸
話
で
あ
る
。

　

宣
長
が
い
つ
か
ら
タ
バ
コ
を
嗜
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、『
お
も
ひ
草
』
を
執
筆
し
た
二
十
四
歳
の
頃
に
は
愛
煙
家
の

風
格
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。『
お
も
ひ
草
』
で
は
、
喫
煙
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
書
物
か

ら
の
知
識
や
単
な
る
ま
た
聞
き
と
し
て
片
付
け
る
に
は
生
々
し
い
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
外
出
先
で
タ
バ
コ
入
れ
を
置
き
忘
れ

て
、
そ
れ
を
童
が
届
け
て
く
れ
た
と
い
う
話
（
十
）
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
経
験
談
と
し
て
し
か
語
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
奇
妙
な
こ
と
に
、『
お
も
ひ
草
』
成
立
か
ら
三
年
の
後
、
宝
暦
六
年
三
月
二
十
九
日
の
「
在
京
日
記
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（
注
２
）。

廿
九
日
、
こ
の
月
は
小
に
て
、
一
日
は
や
く
春
も
く
れ
侍
る
。
過
し
比
、
祇
園
の
あ
た
り
に
て
、
た
ば
こ
入
を
お
と
し
侍
る
が
、
い
づ
こ

に
て
う
し
な
ひ
し
も
し
ら
ね
ば
、
た
づ
ぬ
べ
き
や
う
も
な
し
。
其
ま
ゝ
に
て
過
ぬ
る
、
け
ふ
ふ
し
ぎ
に
、
孟
明
の
も
と
よ
り
、
道
に
て
ひ

ろ
ひ
侍
る
と
て
か
へ
し
を
く
ら
れ
し
。
こ
れ
ほ
ど
世
に
か
は
り
し
事
は
な
し
。
あ
ま
り
の
ふ
し
ぎ
さ
に
、
ふ
と
思
ひ
よ
り
て
、
返
事
に
か

き
つ
け
て
や
り
侍
る
は

　

つ
れ
な
く
て
春
は
く
れ
行
け
ふ
し
も
あ
れ
う
れ
し
く
か
へ
る
た
ば
こ
い
れ
か
な

　

三
年
前
に
記
し
た
出
来
事
が
、
ま
る
で
デ
ジ
ャ
ヴ
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
た
。
紛
失
し
た
タ
バ
コ
入
れ
が
思
い
も
掛
け
ず
見
つ
か
り
、
宣
長

の
許
に
返
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
孟
明
と
は
山
田
孟
明
で
、
在
京
中
に
宣
長
の
遊
び
仲
間
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
か
ら
、
行
動
パ
タ
ー
ン
が
よ
く
似
た
孟
明
が
拾
得
し
た
こ
と
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い
が
、
宣
長
が
言
う
よ
う
に
不
思
議
と
い
え
ば
、

こ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
。
お
も
わ
ず
一
首
詠
ん
だ
歌
は
、
春
は
暮
れ
行
く
の
に
タ
バ
コ
入
れ
は
返
っ
て
き
た
と
い
う
俳
諧
歌
で
あ

る
。
日
記
の
は
じ
め
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
日
は
暦
の
上
で
一
日
早
い
春
の
終
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
よ
く
で
き
た
話
で
あ
る
。
な

お
、
頭
脳
明
晰
に
し
て
、
古
典
文
学
の
読
解
に
つ
い
て
は
周
到
に
準
備
と
整
理
が
行
き
届
い
た
宣
長
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
案
外

こ
の
よ
う
な
迂
闊
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
門
弟
に
慕
わ
れ
た
宣
長
の
面
目
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
う
か
が
う
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こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

宣
長
は
四
十
三
歳
の
年
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
晩
春
に
仲
間
と
と
も
に
吉
野
方
面
に
旅
に
出
掛
け
た
。
古
事
記
研
究
の
た
め
の
実
地
踏

査
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
自
ら
の
出
生
の
秘
密
に
関
わ
る
水
分
神
社
へ
の
参
詣
の
た
め
の
旅

で
も
あ
っ
た
。
父
母
が
水
分
神
社
に
願
を
立
て
て
宣
長
が
誕
生
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
そ
の
旅
の
途
上
、
吉
水
院
に
立
ち
寄
っ
て
一
服
す

る
の
で
あ
る
（『
菅
笠
日
記
』
三
月
八
日
条
）。

此
寺
の
内
に
、
さ
ゞ
や
か
な
る
屋
の
、
ま
へ
う
ち
は
れ
て
、
見
わ
た
し
の
け
し
き
い
と
よ
き
が
あ
る
に
、
た
ち
入
て
、
煙
ふ
き
つ
ゝ

0

0

0

0

0

見
い

だ
せ
ば
、
子コ

守モ
リ

の
御
社
の
山
、
む
か
ひ
に
高
く
見
や
ら
れ
て
、
其
山
に
も
、
か
た
へ
の
谷
なン
ど
に
も
、
ひ
ま
な
く
見
ゆ
る
桜
共
の
、
今
は

青
葉
が
ち
な
る
ぞ
、
か
へ
す
〴
〵
く
ち
を
し
き
。

　

吉
水
院
は
後
醍
醐
帝
が
し
ば
ら
く
い
ら
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
ら
の
誕
生
を
招
来
し
た
水
分
神
社
を
眺
め
や
る
場
面
で
、「
煙

ふ
き
つ
ゝ
」
見
渡
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
現
代
の
感
覚
で
過
去
を
裁
断
す
る
過
誤
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
牧
歌
的
な
風
景

と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
タ
バ
コ
は
宣
長
に
と
っ
て
日
常
生
活
の
一
部
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
肌
身
離
さ
ず
連
れ
歩
く
相
棒
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
宣
長
は
生
粋
の
学
者
な
の
で
、
タ
バ
コ
を
学
問
的
に
追
究
す
る
こ
と
に
余
念
が
な
い
。
と
り
わ
け
、
自
分
の
嗜
好
す
る
物
に
つ

い
て
は
、
旺
盛
な
好
奇
心
と
探
究
心
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
京
都
遊
学
中
（
宝
暦
六
年
冬
）
に
書
き
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
本
居
宣
長

随
筆
』
第
五
巻
に
は
、「
烟
艸　

タ
バ
コ
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
抜
き
書
き
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

○
本
艸
洞
詮
曰
、
烟
草
一
名
相
思
草
、
言
人
食
之
則
時
々
思
想
不
能
離
也
ト
云
ヘ
リ
。
四
五
十
年
先
ニ
朝
鮮
人
ノ
撰
ス
ル
芝
峯
類
記
ト
云

モ
ノ
ニ
曰
、
淡
婆
姑
、
草
名
、
亦
号
南
霊
草
、
近
歳
始
出
倭
国
云
々
、
或
伝
、
南
蛮
国
有
女
人
淡
婆
姑
者
、
患
痰
疾
、
積
年
服
此
中
、
得

瘳
、
故
名
ト
。
此
書
朝
鮮
ニ
テ
何
人
ノ
作
ト
云
事
ヲ
シ
ラ
ズ
。
又
清
人
陳
淏
子
ガ
花
鏡
一
套
東
来
シ
、
金
絲
烟
、
擔
不
帰
等
ノ
名
サ
マ
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〴
〵
ア
リ
。
擔
不
帰
モ
タ
バ
コ
ノ
唐
音
ト
ミ
ヘ
タ
リ
。
李
白
ガ
詩
ニ
、
相
思
如
烟
草
、
歴
乱
無
冬
春
ト
イ
ヘ
リ
。
相
思
草
ト
名
ル
ハ
コ
レ

ヨ
リ
出
ル
ニ
ヤ
。
又
偶
符
合
ス
ル
カ
。
李
ガ
詩
ハ
本
ヨ
リ
烟
ト
草
ト
ノ
事
也
。【
摘
文
】

　

タ
バ
コ
の
名
義
に
関
す
る
蘊
蓄
を
漢
籍
か
ら
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
得
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
言
及
さ
れ
る
漢
籍
は
四
点
、「
本
草
洞
詮
」・

「
芝
峯
類
記
」・「
花
鏡
」・「
李
白
詩
（
送
韓
準
、
裴
政
、
孔
巣
父
還
山
）」
で
あ
る
。
ま
ず
、「
本
草
洞
詮
」
は
、
清
の
沈
穆
に
よ
る
著
作
で
、

順
治
辛
丑
（
一
六
四
九
）
の
自
序
が
あ
る
。
当
該
箇
所
は
巻
九
に
あ
る
。
次
に
、「
芝
峯
類
記
」
は
、
一
般
に
は
「
芝
峯
類
説
」
と
称
さ
れ
る

百
科
事
典
で
あ
る
。
著
者
の
李
晬
光
（
一
五
六
三
～
一
六
二
八
）
は
李
氏
朝
鮮
中
期
の
文
臣
、
実
学
者
で
あ
る
。
当
該
箇
所
は
巻
十
九
に
あ

る
。
な
お
、
後
述
す
る
典
拠
で
は
「
芝
峯
類
説
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
、「
花
鏡
」
は
「
秘
伝
花
鏡
」
六
巻
の
こ
と
で
、
和
刻
本
も
製
作

さ
れ
た
。
最
後
の
「
李
白
詩
（
送
韓
準
、
裴
政
、
孔
巣
父
還
山
）」
は
、『
全
唐
詩
』
巻
一
七
五
―
一
二
に
収
録
さ
れ
る
五
言
古
詩
の
一
部
で
、

二
十
四
句
か
ら
な
る
古
詩
の
末
尾
の
一
対
で
あ
る
。「
如
」
を
「
若
」
に
作
る
本
文
も
あ
る
が
、
意
味
に
違
い
は
な
い
。
煙
草
を
「
相
思
草
」

（
お
も
ひ
草
）
と
称
す
る
の
は
、
こ
の
詩
句
を
典
拠
と
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
煙
草
に
関
す
る
蘊
蓄
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
原
典
か
ら
直
接
引
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
宣
長
自

身
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
伊
藤
東
涯
『
秉
燭
譚
』
巻
四
よ
り
摘
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
注
３
）。『
秉
燭
譚
』
は
享
保
十
四
年
（
一
七

二
九
）
序
で
あ
る
が
、
奥
付
は
「
宝
暦
癸
未
七
月
新
刻　

京
兆　

文
泉
堂
発
行
」
と
な
っ
て
お
り
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
刊
行
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
長
が
こ
の
知
識
を
得
た
の
が
写
本
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
版
本
に
よ
る
も
の
か
で
時
期
が
相
違
す
る
。『
本
居
宣

長
随
筆
』
第
五
巻
「
群
書
摘
抄
」
に
お
い
て
、『
秉
燭
譚
』
の
直
前
の
書
物
が
『
武
経
七
書
』
で
あ
り
、
こ
の
書
は
宝
暦
六
年
十
一
月
頃
に
摘

記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（
注
４
）。『
武
経
七
書
』
を
摘
記
し
た
直
後
に
写
本
『
秉
燭
譚
』
を
入
手
し
て
記
し
た
と
す
る
の
が
順
当
で
あ

ろ
う
。『
秉
燭
譚
』
の
後
に
は
物
茂
卿
『
徂
徠
集
』
や
太
宰
春
台
『
独
語
』
か
ら
写
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
漢
学
者
の

随
筆
集
を
集
中
的
に
読
ん
だ
の
は
京
に
滞
在
中
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宣
長
は
京
都
留
学
中
に
写
本
『
秉
燭
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譚
』
を
入
手
し
、
烟
草
に
関
す
る
項
目
を
摘
記
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
宣
長
は
『
お
も
ひ
草
』
を
執
筆
し
て
か
ら
も
、
煙
草
に
関
す
る
知
見
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　

二
、『
お
も
ひ
草
』
の
成
立
と
諸
本

　

宣
長
が
『
お
も
ひ
草
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
写
本
の
奥
書
に
従
え
ば
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
八
月
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
年
二
十

四
歳
の
宣
長
は
、
京
都
留
学
二
年
目
の
秋
を
迎
え
て
い
た
。
九
月
に
は
名
を
「
健
蔵
」
と
改
め
る
。
漢
学
の
師
堀
景
山
に
入
門
し
て
一
年
半
、

い
ま
だ
医
学
修
行
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
だ
が
、
漢
学
と
と
も
に
和
歌
・
国
学
を
景
山
か
ら
授
け
ら
れ
、
独
学
で
日
本
古
典

文
学
の
扉
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
の
日
本
古
典
へ
の
習
熟
度
は
、『
お
も
ひ
草
』
の
表
現
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

 

『
お
も
ひ
草
』
の
諸
本
は
残
存
伝
本
に
よ
り
、
大
き
く
写
本
系
と
版
本
系
の
二
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
本
系
は
「
尾
花
が

本
」
の
名
を
冠
す
る
も
の
が
多
い
が
、「
お
も
ひ
草
」
と
題
す
る
写
本
も
あ
る
。
版
本
は
内
題
「
お
も
ひ
く
さ
」
に
よ
り
「
お
も
ひ
草
」
と
称

す
る
。

　

ま
ず
は
、
写
本
系
か
ら
見
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
八
巻
（
昭
和
四
十
八
年
）
が
底
本
と
し
た
の

は
、
本
居
大
平
旧
蔵
写
本
『
尾
花
が
も
と
』
で
あ
り
、
東
京
大
学
本
居
文
庫
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。
題
簽
に
「
鈴
屋
詩
文
稿　

尾
花
が
も
と　

合
」
と
あ
り
、
墨
付
十
三
丁
、
片
面
十
二
行
の
本
で
あ
る
。
巻
首
に
は
「
此
本
ハ
男
左
衛
次
カ
筆
跡
ニ
テ
、
今
ニ
テ
ハ
コ
ト
ニ
珍
重
ノ
モ
ノ

也
。
御
一
覧
或
ハ
御
写
し
ニ
て
も
相
済
候
ハ
ハ
、
ほ
と
な
く
御
か
へ
し
可
被
下
候
、
大
平
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
文
化
七
年
庚
午
年
五
月　

清

島
写
」
の
識
語
が
あ
る
。
ま
た
、
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
の
写
本
は
、
墨
付
十
四
丁
、
片
面
九
行
で
記
さ
れ
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
こ
の
尾
花
が

本
著
し
給
へ
る
は
宝
暦
三
年
癸
酉
中
秋
に
し
て
、
翁
廿
四
歳
の
御
歳
な
り
、
こ
の
と
し
健
蔵
と
改
め
給
へ
り
」
と
記
さ
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
、
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さ
ら
に
そ
こ
に
は
本
居
清
造
が
朱
書
で
「
コ
ノ
付
箋
ハ
本
居
内
遠
ノ
高
弟
堀
内
千
稲
ノ
筆
ナ
リ
、
思
フ
ニ
此
ノ
書
ハ
同
氏
ノ
旧
蔵
ナ
ル
ベ
シ
、

（
花
押
）」
と
付
箋
を
貼
付
し
て
い
る
。

　

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
が
堀
内
千
稲
旧
蔵
に
か
か
る
こ
と
を
鑑
み
、
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
五
葉
蔭
文
庫
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
案
の

定
、『
尾
花
が
本
』（
題
名
は
外
題
に
よ
る
、
内
題
な
し
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
墨
付
十
三
丁
、
片
面
十
二
行
の
写

本
で
あ
る
。
巻
末
に
は
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
と
同
じ
く
、
宣
長
の
年
齢
と
改
名
の
件
が
付
箋
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
居
宣

長
記
念
館
蔵
本
の
祖
本
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
も
、
五
葉
蔭
文
庫
本
に
は
「
乙
未
仲
春　

長
谷
川
常
雄
」
な
る

書
写
奥
書
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
語
釈
に
も
記
す
よ
う
に
、
同
年
（
安
永
四
年
）
は
常
雄
が
十
九
歳
の
年
で
あ
る
。
す
で
に
十
六
歳
の
年
に

は
『
菅
笠
日
記
』
の
旅
に
同
行
し
、
後
に
宣
長
か
ら
「
格
別
出
精
厚
志
」（
寛
政
五
年
）
と
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
早

い
時
期
に
宣
長
の
習
作
を
借
り
出
し
、
写
本
を
造
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
れ
が
い
か
な
る
経
緯
か
ら
か
堀
内
家
に
渡
り
、

再
写
さ
れ
て
本
居
家
（
清
造
）
の
も
と
に
戻
っ
て
き
た
経
緯
を
勘
案
す
れ
ば
、
奇
縁
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

奇
縁
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
本
書
の
写
本
が
本
居
宣
長
記
念
館
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
や
は
り
「
尾
花

が
本
」
の
名
を
外
題
に
有
す
る
一
本
で
あ
る
が
、
子
細
に
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
本
は
墨
付
十
三
丁
、
片
面
十
二
行
と
い
う
書
写
の
大
枠
は
言
う

に
及
ば
ず
、
仮
名
字
母
か
ら
文
字
配
り
に
至
る
ま
で
、
五
葉
蔭
文
庫
蔵
本
に
き
わ
め
て
近
い
性
格
を
有
す
る
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
時
に

「
折
」
の
仮
名
に
つ
い
て
、
五
葉
蔭
文
庫
本
は
「
を
り
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
本
居
宣
長
記
念
館
本
は
「
お
り
」
と
す
る
な
ど
、
仮
名
遣
い

に
関
す
る
相
異
点
が
ご
く
た
ま
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
を
別
に
す
れ
ば
、
模
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
本
居
宣
長
記
念
館
本
が

祖
本
で
、
五
葉
蔭
文
庫
本
が
子
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
宣
長
と
宣
長
門
弟
長
谷
川
常
雄
系
の
本
、
な
ら
び
に
宣
長
の
孫
内
遠
の
門
弟
が
堀

内
千
稲
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
現
所
蔵
は
き
わ
め
て
順
当
な
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
居
宣
長
記
念
館

本
は
も
と
も
と
岩
田
隆
氏
の
旧
蔵
に
か
か
り
、
氏
の
『
本
居
宣
長
の
生
涯
』（
以
文
社
、
平
成
十
一
年
二
月
）
刊
行
の
記
念
と
し
て
同
館
に
寄
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贈
さ
れ
た
一
本
で
あ
る
と
い
う
（
末
尾
に
挿
ま
れ
た
付
箋
の
記
述
に
拠
る
）。
岩
田
隆
氏
が
当
該
本
を
入
手
さ
れ
た
経
緯
は
詳
ら
か
に
し
な
い

が
、
宣
長
没
後
二
百
年
（
平
成
十
三
年
）
を
前
に
、
収
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
に
収
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
奇
遇
と
言
っ
て
よ
い
。

　

先
に
岩
田
隆
氏
旧
蔵
本
を
祖
本
、
五
葉
蔭
文
庫
本
を
子
本
と
し
た
が
、
宣
長
と
長
谷
川
常
雄
（
当
時
は
中
里
常
雄
）
と
の
関
係
を
鑑
み
れ

ば
、
常
雄
が
宣
長
の
著
作
に
関
し
て
一
文
字
も
忽
せ
に
す
る
ま
い
と
す
る
書
写
態
度
等
か
ら
も
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す

れ
ば
、
必
然
的
に
岩
田
隆
氏
旧
蔵
本
は
宣
長
自
筆
本
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
本
居
宣
長
記
念
館
で
は
自
筆
本
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。
な
お
、
自
筆
本
の
認
定
に
関
し
て
は
、
筆
跡
鑑
定
や
さ
ら
な
る
書
誌
調
査
、
本
文
調
査
な
ら
び
に
伝
来
等
に

関
す
る
総
合
的
研
究
を
経
た
上
で
結
論
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
大
久
保
正
氏
に
よ
れ
ば
、「
本
書
の
自
筆
稿
本
は
「
お
も

ひ
ぐ
さ
」
と
題
し
、
本
居
家
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
は
あ
る
が
、
現
在
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
」（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
八
巻

「
解
題
」）
由
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
書
写
年
次
が
明
ら
か
で
、
か
つ
も
っ
と
も
古
い
五
葉
蔭
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
前
掲
の
ほ
か
、
写
本
と
し

て
伝
わ
る
も
の
で
、
実
見
で
き
た
（
複
写
を
含
む
）
も
の
に
次
の
本
が
あ
る
。

（
一
）
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
を
は
な
か
も
と
」（
佐
佐
木
信
綱
写
）

（
二
）
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
石
崎
文
庫
蔵
「
尾
花
が
も
と
」（
浅
井
清
長
写
）

（
三
）
茨
城
大
学
図
書
館
菅
文
庫
蔵
「
を
は
な
か
も
と
」（
文
化
九
年
十
二
月
三
日
伊
能
千
俣
写
）

（
四
）
刈
谷
図
書
館
蔵
「
を
は
な
か
も
と
」

（
五
）
刈
谷
図
書
館
蔵
「
を
は
な
か
も
と
」

（
六
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
「
お
も
ひ
く
さ
」（
版
本
の
臨
写
本
、
文
政
六
年
夏
写
）

（
七
）
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
「
お
も
ひ
く
さ
」（
文
政
十
二
年
十
二
月
五
日
長
瀬
真
幸
写
）
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（
八
）
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
お
も
ひ
く
さ
」（
版
本
の
臨
写
本
）

（
九
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
お
も
ひ
く
さ
」

　

さ
て
、
版
本
と
し
て
流
布
し
た
『
お
も
ひ
草
』
に
話
を
移
そ
う
。『
お
も
ひ
草
』
は
宣
長
の
没
後
、
石
出
大
春
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
石
出
大
春
な
る
人
物
に
つ
い
て
詳
ら
か
に
し
な
い
。
題
簽
に
は
「
お
も
ひ
ぐ
さ 

全
」
と
あ
り
、
序
題
は
掲
出
の
よ
う
に
「
を
ば

な
が
も
と
」、
内
題
は
「
お
も
ひ
く
さ
」
で
あ
る
。
序
は
八
行
ど
り
で
二
丁
、
本
文
は
九
行
ど
り
で
十
七
丁
で
あ
る
。
末
尾
に
「
樗
屋
蔵
刻
」

と
あ
る
が
、
石
出
大
春
と
同
様
「
樗
屋
」
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
。
石
出
大
春
の
序
文
を
以
下
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

乎
波
那
賀
毛
登
廼
波
之
布
美

霊ア
ヤ
シ 

久ク
毛モ

座イ
マ
ス

神カ
ミ

可カ
母モ

奇ク
ス
シ

久ク
毛モ

座イ
マ
ス

神カ
ミ

可カ
母モ

真マ

草ク
サ

生オ
フ
ル

野ヌ

椎ツ
チ

神カ
ミ

乃ノ

御ミ

魂タ
マ

幸サ
チ

波ハ
比ヒ
爾ニ

幸サ
チ

波ハ
比ヒ

給タ
マ

比ヒ
天テ

山ヤ
マ

乃ノ

曾ソ

岐ギ

野ヌ

乃ノ

衣ソ

寸ギ

末マ
伝デ

千チ

種ク
サ

八ヤ

千チ

種ク
サ

乃ノ

種ク
サ

々ク
サ

産ア
レ

生マ
シ

給タ
マ

閉ヘ
流ル

麻マ

爾ニ

麻マ

爾ニ

重ヲ
サ
カ

訳サ
ヌ

遠ト
ホ

異コ
ト

国ク
ニ

在ナ
ル

奇ク
シ
キ

草ク
サ

左サ
閉ヘ

朝ア
サ

風カ
ゼ

爾ニ

千チ

重ヘ

浪ナ
ミ

立タ
チ

夕ユ
フ

風カ
ゼ

爾ニ

五イ

十ホ

重ヘ

浪ナ
ミ

立タ
ツ

奥オ
ク
ツ

浪ナ
ミ

辺ヘ
ツ

浪ナ
ミ

志シ

努ヌ

岐ギ

氐テ

皇オ
ホ
ミ

国ク
ニ

爾ニ
叙ゾ

参マ
ヰ

来ク

留ル

其ソ
ノ

中ナ
カ

爾ニ

煙タ
バ
コ草

云チ
フ

草ク
サ

乃ノ

瑞ミ
ヅ

葉ハ

弥イ
ヤ

栄サ
カ
バ

爾ニ

栄
サ
カ
バ
ニ

而テ

此コ
ノ

草ク
サ

乃ノ

不オ
ヒ

生イ
デ

出ザ
ル

土ク
ニ

不イ
リ

入タ
ヽ

立ザ
ル

地ク
ニ

乃ノ

在ア
ラ

邪ザ
流ル

金タ
バ

絲コ
ノ

烟ケ
ブ
リ

那ナ
母モ

烏ヌ
バ

玉タ
マ

乃ノ

間ヒ
マ

開シ
ラ

米メ
流ル

従ユ

母モ

久ヒ
サ

賢カ
タ

乃ノ

夜ヨ

乃ノ

深フ
ケ

更ユ
ク

加カ
岐ギ
理リ

立タ
チ

不タ
ヾ

立ザ
ル

家イ
ヘ

可カ
毛モ

無ナ

加カ
流ル
倍ベ
伎キ

薫カ
ヲ
ル

風カ
ゼ

波ハ
母モ

山ヤ
マ

彦ビ
コ

乃ノ

将コ
タ

応ヘ
ム

極キ
ハ
ミ

谷タ
ニ

潜ク
ヽ

乃ノ

狭サ
ハ

渡タ
ル

極キ
ハ
ミ

悉フ
ツ

爾ニ

充ミ
チ

満ミ
テ

理リ

於コ
ヽ

是ニ

伊イ

勢セ

人ヒ
ト

本モ
ト

居ヲ
リ

宣ノ
リ

長ナ
ガ

思オ
モ
ヒ

草ク
サ

思オ
モ

比ヒ

忘ワ
ス

礼レ
受ズ
伝テ

乎ヲ

波バ

那ナ

賀ガ

毛モ

登ト

乃ノ

一ヒ
ト

種ク
サ

乎ヲ

植ウ
ヱ

添ソ
ヘ

弖テ
祁ケ
理リ

其ソ
ノ

言コ
ト
ノ

葉ハ

乃ノ

匂ニ
ホ

比ヒ

弥イ
ヤ

益マ
ス
〻

爾ニ

薫カ
フ

礼レ
レ々

婆バ

是コ

遠ヲ
之シ
毛モ

相ア
ヒ

思オ
モ
ヒ

草ク
サ

誰タ
レ

之シ
母モ

相ア
ヒ

思オ
モ
ハ

邪ザ
留ル
倍ベ
岐キ

雖シ
カ
レ

然ド
モ

此コ
ノ

草ク
サ

植ウ
ヱ

添ソ
ヘ

之シ

従ユ

母モ

歳ト
シ

波ハ

二ハ

十タ

余ト
セ

年マ
リ

乎ヲ

経ヘ

爾ニ
多タ
礼レ
波バ

旧モ
ト

之ノ

詞
コ
ト
ノ
ハ

草ク
サ

乃ノ

種タ
ネ

奈ナ
良ラ
邪ザ
流ル

醜シ
コ

乃ノ

異コ
ト

草ク
サ

生オ
ヒ

添ソ
ヘ

而テ

頓ト
ミ

爾ニ

見ミ

別ワ
キ

賀ガ
氐テ
那ナ
理リ

己オ
ノ
レ

旧モ
ト
ツ

章ク
サ

乃ノ

荒ア
ラ

玉タ
マ

乃ノ

月ツ
キ

爾ニ

日ヒ

爾ニ

枯カ
レ

往ユ
キ

努ヌ
倍ベ
幾キ
乎ヲ

憂ウ
レ

波ハ
之シ
美ミ
弖テ

朱ア
カ
ラ

引ヒ
ク

旦ア
シ
タ

爾ニ

耘
ク
サ
キ
リ

夕ユ
フ

星ツ
ヽ

乃ノ

夕ユ
フ
ベ

爾ニ

培
ツ
チ
カ
ヒ

氐テ

繁シ
ゲ

久ク

繁シ
ゲ

気ケ
支キ

異コ
ト

草ク
サ

乃ノ

化ア
ダ
シ

草ク
サ

掻カ
キ

払ハ
ラ

比ヒ
多タ
礼レ
婆バ

清ス
ガ

々ス
ガ

之シ
久ク
曾ゾ
那ナ
礼レ
理リ
祁ケ
流ル

山ヤ
マ

下シ
タ

風カ
ゼ

乃ノ

甚イ
タ
ク

寒サ
ム

気ケ
久ク

鍾シ
グ

礼レ
ノ

雨ア
メ

乃ノ

弥イ
ヤ

敷
シ
ク
シ
ク

爾ニ

零フ
レ
ル

止ト
母モ

許コ

登ト

乃ノ

葉ハ

末ス
ヱ

之ノ

乱ミ
ダ
レ

相ア
フ

倍ベ
伎キ
可カ
母モ

故カ
レ

撃
ツ
チ
ク
レ

壌ヲ
ウ

而テ

歌ウ
タ

比ヒ
気ケ
良ラ
久ク

人ヒ
ト

皆ミ
ナ

之ノ

執ト
リ

而テ

偲シ
ヌ

婆バ

世セ

思オ
モ
ヒ

草ク
サ

露ツ
ユ
ノ

珠タ
マ

貫ヌ
ク

言コ
ト
ノ

葉ハ

叙ゾ

許コ

礼レ

　

序
文
の
題
は
「
を
ば
な
が
も
と
の
は
し
ぶ
み
」
と
読
む
。
外
題
も
内
題
も
「
お
も
ひ
く
さ
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
序
題
が
「
尾
花
が

本
」
で
あ
る
の
は
不
審
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
。
文
体
は
一
貫
し
て
宣
命
書
で
あ
っ
て
、
体
言
（
名
詞
）
や
用
言

（
動
詞
等
）
は
大
き
く
、
助
詞
や
助
動
詞
、
活
用
語
尾
は
小
さ
く
万
葉
仮
名
で
記
す
体
で
あ
る
。
宝
暦
三
年
の
時
点
に
お
い
て
、
宣
長
は
宣
命
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体
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
文
体
に
関
心
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
少
し
違
和
感
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
文
体
を
採
用
し
た
と
こ
ろ
に

序
者
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
古
事
記
伝
』
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
文
学
研
究
者
と
し
て
の
宣
長
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
ろ
う
。
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
序
文
中
の
「
此
ノ
草
植
ヱ
添
ヘ
シ
従
モ
歳
ハ
二
十
余
年
ヲ
経
ニ
タ
レ
バ
」
と
い
う
言
説
も
別
の
解
釈
の
可
能
性
が
浮
上

す
る
。「
此
ノ
草
植
ヱ
添
ヘ
シ
」
は
、
本
書
が
執
筆
さ
れ
た
宝
暦
三
年
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
こ
か
ら
「
二
十
余
年
」
経
過

し
て
も
、
ま
だ
安
永
年
間
で
あ
り
、
古
代
文
学
研
究
者
と
し
て
の
本
領
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
始
発
を
『
古
事
記

伝
』
初
帙
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
あ
た
り
を
上
限
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
は
、
版
本
の
臨
写
本

の
書
写
奥
書
の
上
限
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
で
あ
る
こ
と
を
斟
酌
す
れ
ば
、
宣
長
の
没
年
（
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
））
と
い
う
の
も
設

定
可
能
で
あ
ろ
う
。
少
し
苦
し
い
解
釈
で
は
あ
る
が
、
本
書
が
宣
長
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
通
説
と
、
序
文
が
宣
命
体
で
記
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
あ
た
り
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
版
本
『
お
も
ひ
草
』
は
近
世
後
期
に
一
定
程
度
、
流
布
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
近
代
以
降
は
版
本
を
底
本
と
し
て
、
以
下
の

叢
書
に
収
録
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
１
）『
百
家
説
林
』
巻
三
（
明
治
二
十
六
年
、
吉
川
半
七
）・
正
編
上

（
２
）『
本
居
宣
長
全
集
』
巻
五
（
明
治
三
十
五
年
十
月
、
吉
川
半
七
、
片
野
東
四
郎
）・
増
補
版
巻
九

（
３
）『
随
筆
日
記
抄
』
下
巻
（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
裳
華
房
）、
鴻
巣
盛
広
に
よ
る
略
注
あ
り
。

（
４
）『
日
本
随
筆
大
成
』
巻
六
（
昭
和
二
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
）

（
５
）『
た
ば
こ
古
文
献
第
二
集
』（
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
日
本
専
売
公
社
）、
清
水
国
光
に
よ
る
口
語
訳
あ
り
。

　

と
り
わ
け
早
い
時
期
に
『
百
家
説
林
』
に
収
録
さ
れ
た
た
め
に
、
宣
長
の
愛
煙
家
と
し
て
の
側
面
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

宣
長
の
タ
バ
コ
好
き
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
蔵
省
専
売
局
に
よ
る
日
本
最
初
の
口
付
タ
バ
コ
が
発
売
さ
れ
た
折
（
明
治
三
十
七
年
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七
月
一
日
）、
敷
島
・
大
和
・
朝
日
・
山
桜
の
四
種
が
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
命
名
は
次
の
宣
長
の
歌
に
拠
っ
て
い
る
。

　
　

敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花

　

こ
の
歌
は
宣
長
が
還
暦
の
年
（
寛
政
二
年
）
の
秋
に
自
画
像
に
添
え
た
賛
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る（
注
５
）。
こ
の
四
種
の
銘
柄
に
よ
っ

て
、
宣
長
の
歌
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
宣
長
の
タ
バ
コ
愛
好
も
ま
た
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三
、『
お
も
ひ
草
』
の
文
体
的
特
徴

　

 

『
お
も
ひ
草
』
は
宣
長
の
嗜
好
品
に
対
す
る
偏
愛
と
、
そ
れ
を
雅
俗
の
事
柄
を
縦
横
に
書
き
分
け
る
表
現
力
に
よ
り
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら

随
筆
集
等
に
収
め
ら
れ
、
一
定
の
読
者
を
獲
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
該
書
の
評
価
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
大
久
保
正
は
『
本
居
宣
長
全

集
』
の
解
題
に
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
が
標
準
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
宣
長
が
煙
草
と
喫
煙
に
ま
つ
わ
る
四
季
折
々
の
情
景
や
趣
味
を
、
平
安
朝
好
み
の
美
し
い
雅
文
で
書
き
綴
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
煙
草
好
き
と
共
に
、
当
時
二
十
四
歳
の
宣
長
が
、
そ
の
嗜
む
煙
草
に
寄
せ
て
か
か
る
雅
文
の
創
作
を
試
み
る
ま
で
に
、
平
安
朝

の
文
章
の
ス
タ
イ
ル
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
な
し
得
て
い
た
こ
と
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）、
三
十
四
歳
の
頃
の
作
と
さ
れ
る

『
手
枕
』
等
の
文
章
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　

二
十
四
歳
の
習
作
で
あ
る
こ
と
、
平
安
朝
の
雅
文
体
で
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
雅
文
小
説
『
手
枕
』
に
先
行
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
文
を
見
て
み
よ
う
。

ふ
み
分
て
こ
し
跡
だ
に
な
き
、
庭
の
荻
は
ら
、
こ
と
ゝ
ふ
も
の
は
風
の
み
に
て
、
い
と
ゞ
、
身
に
し
み
つ
ゝ
、
色
み
え
ぬ
人
の
心
は
、
木

の
葉
と
共
に
う
つ
ろ
ひ
ゆ
く
、
秋
の
夕
暮
、
い
ま
さ
ら
、
ま
つ
と
は
な
き
物
か
ら
、
う
ち
し
を
れ
た
る
浅
茅
が
末
の
、
露
の
そ
こ
よ
り
、
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心
ぼ
そ
う
鳴キ
い
で
た
る
ま
つ
虫
も
、
誰
を
か
と
思
へ
ば
、
人
わ
ろ
く
な
み
だ
の
こ
ぼ
る
ゝ
も
、
つ
ゝ
ま
し
く
て
、
ま
ぎ
る
ゝ
か
た
も
や

と
、
手
ず
さ
み
の
や
う
に
、
か
い
つ
ぐ
手
つ
き
、
い
と
な
よ
ゝ
か
に
て
、
打
み
じ
ろ
く
さ
ま
も
、
ら
う
た
し
や
。

　

こ
の
長
い
一
文
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
和
歌
が
踏
ま
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
想
起
し
つ
つ
読
む
こ
と
を
期
待
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
形
見
と
て
ほ
の
踏
み
分
け
し
跡
も
な
し
来
し
は
昔
の
庭
の
荻
原
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
八
九
・
藤
原
保
季
）

（
二
）
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
山
里
の
夕
暮
れ
は
風
よ
り
ほ
か
に
と
ふ
人
も
な
し
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
五
・
読
人
不
知
）

（
三
）
風
の
音
の
身
に
し
む
ば
か
り
聞
ゆ
る
は
わ
が
身
に
秋
や
近
く
な
る
ら
む
（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
〇
八
・
読
人
不
知
）

（
四
）
色
み
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
七
・
小
野
小
町
）

（
五
）
秋
風
に
山
の
木
の
葉
の
う
つ
ろ
へ
ば
人
の
心
も
い
か
が
と
ぞ
思
ふ
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
四
・
素
性
）。

（
六
）
君
待
つ
と
わ
が
恋
ひ
を
れ
ば
わ
が
宿
の
す
だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く
（
万
葉
集
・
巻
四
・
四
八
八
・
額
田
王
）

（
七
）
跡
も
な
き
庭
の
浅
茅
に
結
ぼ
ほ
れ
露
の
底
な
る
松
虫
の
声
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
四
・
式
子
内
親
王
）。

（
八
）
も
み
ぢ
葉
の
散
り
て
つ
も
れ
る
わ
が
宿
に
誰
を
ま
つ
虫
こ
こ
ら
鳴
く
ら
む
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
三
・
読
人
不
知
）。　

　

か
く
も
多
く
の
和
歌
を
背
景
に
置
い
て
解
釈
す
る
こ
と
を
強
い
る
文
体
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
一
文
は
古
典
和
歌
か

ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
文
章
表
現
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
雅
文
学
の
極
致
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
章
は
王
朝
物
語
や
平
安
朝

和
歌
の
教
養
を
背
景
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
和
文
で
あ
っ
て
、
同
じ
知
識
基
盤
を
有
す
る
者
の
間
で
共
有
さ
れ
た
文
体
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
学
を
修
め
、
和
歌
を
詠
み
、
時
に
は
和
文
を
綴
る
こ
と
を
好
む
国
学
者
の
間
で
流
通
す
る
文
章
で
あ
る（
注
６
）。

　

こ
う
い
っ
た
和
文
を
『
お
も
ひ
草
』
の
特
徴
と
し
、
そ
こ
か
ら
宣
長
の
国
学
者
歌
人
と
し
て
の
実
力
を
見
る
の
は
有
意
義
な
観
点
と
言
え
よ

う
。
古
代
文
化
を
解
明
す
る
こ
と
を
生
涯
の
志
と
し
つ
つ
も
、
源
氏
物
語
を
は
じ
め
と
す
る
王
朝
文
学
の
世
界
に
終
生
、
沈
潜
し
た
宣
長
に

と
っ
て
、
平
安
朝
和
文
を
用
い
て
作
文
す
る
こ
と
は
理
想
の
実
現
へ
の
近
道
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（
注
７
）。
こ
の
よ
う
な
王
朝
物
語
的
教
養
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は
確
実
に
宣
長
の
学
問
的
性
質
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
は
お
お
む
ね
妥
当
な
評
価
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
け
れ
ど
も
、
子
細
に
検
討
す
れ
ば
少
し
修
正
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
当
該
随
筆
が
「
平
安
朝
好
み
の
美

し
い
雅
文
」（
大
久
保
正
）
一
辺
倒
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
文
を
見
て
み
よ
う
。

か
り
そ
め
に
物
し
た
る
ま
ら
う
ど
に
も
、
す
べ
て
と
り
あ
へ
ず
、
ま
づ
い
だ
す
も
の
な
る
を
、
す
か
ぬ
は
、
や
う
な
し
と
て
か
へ
し
た

る
、
は
へ
な
き
物
な
り
。

　

文
意
は
次
の
通
り
。
つ
い
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
来
た
客
人
に
も
、
総
じ
て
タ
バ
コ
は
ま
ず
最
初
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
タ
バ
コ
が

嫌
い
な
人
は
要
ら
な
い
と
言
っ
て
突
き
返
し
て
し
ま
う
の
は
、
見
栄
え
が
悪
い
も
の
だ
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
こ
の
文
の
ど
こ
が
問
題

な
の
か
。
こ
れ
は
古
典
語
の
語
彙
を
用
い
、
正
確
に
古
典
文
法
を
操
り
つ
つ
綴
っ
た
作
文
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
古
典
文
学
の
テ
ク
ス
ト
か

ら
の
引
用
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
作
品
を
連
想
さ
せ
る
フ
レ
ー
ズ
も
な
け
れ
ば
、
下
敷
き
に
し
た
作
品
の
シ
ー
ン
も

な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
こ
の
場
面
自
体
が
俗
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
に
お
け
る
日
常
を
古
典
の
語
彙
と
文
法
で
表
現
し
た
文
章

な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
か
つ
て
古
典
文
学
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
踏
ま
え
る
べ
き
古
典
文
学
作
品
が

見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

い
ま
並
べ
た
両
者
の
文
体
を
比
較
す
れ
ば
、
問
題
の
所
在
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
平
安
朝
の
語
彙
と
文
法
を
駆
使
し
、
主
に
平
安
朝
の
古
典

文
学
を
踏
ま
え
て
綴
ら
れ
た
雅
文
学
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
俗
の
場
面
や
議
論
を
も
雅
文
体
で
表
現
す
る
こ
と
を
達
成
し
た
と
こ
ろ
に
、『
お

も
ひ
草
』
の
文
体
実
験
の
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
古
典
語
と
古
典
文
法
で
表
現
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
和
文
に
よ
っ
て
表
現
す
る
文
体
が
誕
生
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
諸
先
達

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
お
も
ひ
草
』
が
『
手
枕
』
の
先
蹤
で
あ
る
と
す
る
面
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
賀
茂
真
淵
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
よ
う
に
、

古
代
文
学
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
古
代
語
で
作
文
す
る
技
能
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
本
物
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
古
代
文
学
を
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模
倣
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。『
手
枕
』
は
源
氏
物
語
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
古
代
に
は
な
か
っ
た
事
柄
を
古
代
語
で
表
現
す
る
こ
と
も
、
国
学
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
、
後
に
宣
長
が
行
う
注
釈
、
俗
を
も
写
す
随
筆
、
議
論
を
事
と
す
る
論
述
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
文
体
の
可
能
性
が
こ
こ
に
拓
か
れ
た
と
い
う
こ

と
が
、『
お
も
ひ
草
』
の
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

四
、『
お
も
ひ
草
』
本
文
と
注
釈

凡
例

一
、
底
本
に
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
五
葉
蔭
文
庫
蔵
「
尾
花
が
本
」（
Ｇ
九
一
四
／
一
六
四
／
４
Ｂ
右
一
九
―
一
）
を
使
用
し
た
。

二
、
朱
書
入
は
墨
字
同
様
に
処
理
し
た
。

三
、
仮
名
の
清
濁
は
原
本
の
ま
ま
と
し
、
漢
字
の
濁
点
は
省
略
に
従
っ
た
。
ま
た
、
原
本
に
は
読
点
（
、  

）
の
み
付
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上

句
読
点
の
区
別
を
し
た
。

四
、
歌
記
号
以
外
の
庵
点
（
〽
）
は
段
落
と
し
て
分
割
し
、
各
段
落
に
は
適
宜
、
標
題
を
付
し
た
。

五
、
語
釈
は
文
意
を
取
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
参
照
す
べ
き
典
拠
を
掲
出
し
た
。

（
一
）〈
タ
バ
コ
の
由
緒
来
歴
〉

　

思
ひ
草
は
、
秋
の
野
の
、
尾
花
が
も
と
に
、
お
ふ
る
と
か
や
。
ま
た
は
こ

⃝

⃝

⃝

の
け
ふ
り
も
、
其
名
に
た
ぐ
ふ
心
地
し
て
、
室
の
や
し
ま
も
と
を

か
ら
ず
、
と
こ
と
は
に
こ
が
れ
つ
ゝ
、
人
の
口
の
は
に
の
み
ぞ
か
ゝ
る
。
さ
る
は
、
い
ひ
け
た
れ
て
も
、
な
ほ
ふ
か
く
お
も
ひ
い
れ
て

⃝

⃝

⃝

⃝

、
も
ゆ
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る
け
し
き
は⃝

、
い
ぶ
き

⃝

⃝

⃝

の
山
の
さ
し
も
草
に
も
こ
と
な
ら
ず
。
か
く
の
み
た
え
ず
な
げ
き
せ
る

⃝

⃝

⃝

。
は
て
は
、
い
ぶ
せ
く
き
た
な
げ
に
な
り
て
、

す
て
ら
る
ゝ
よ
。
い
と
か
く
、
あ
だ
な
る
物
と
は
思
へ
ど
、
と
あ
る
ご
と
に
は
、
な
ほ
世
に
し
ら
ず
お
か
し
き
物
に
こ
そ
あン
な
れ
。
か
ゝ
る

も
、
む
げ
に
ち
か
き
世
の
事
ぞ
か
し
。
む
か
し
は
お
さ
〳
〵
名
を
だ
に
し
ら
ざ
り
し
も
の
ゝ
、
や
むン

ご
と
な
き
あ
た
り
ま
で
、
も
て
は
や
さ

る
ゝ
も
、
い
か
な
る
わ
ざ
に
や
。
人
の
国
に
も
、
い
に
し
へ
は
、
か
ゝ
る
物
、
あ
り
と
も
聞
え
ず
。
此
比
渡
り
ま
う
で
く
る
書フ

ミ

ど
も
に
こ
そ
、

こ
ゝ
に
も
つ
ゆ
た
が
は
で
、
も
て
あ
そ
ぶ
よ
し
見
え
た
る
と
ぞ
。
は
る
か
な
る
せ
か
い
よ
り
、
此
国
に
め
づ
ら
し
き
物
ど
も
、
あ
ま
た
わ
た
し

も
て
く
る
人
を
、
ま
れ
〳
〵
見
る
に
は
、
な
ほ
ま
さ
り
て
、
あ
な
が
ち
に
こ
の
め
る
さ
ま
な
り
。

【
語
釈
】

○
思
ひ
草
―
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
の
異
名
。
ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
の
一
年
草
で
、
ス
ス
キ
な
ど
の
根
に
寄
生
し
、
秋
、
煙
管
に
似
た
筒
状
の
淡
い
赤
紫

色
の
花
を
付
け
る
。
○
思
ひ
草
は
、
秋
の
野
の
、
尾
花
が
も
と
に
、
お
ふ
る
と
か
や
―
「
思
ひ
草
」
は
秋
の
野
の
尾
花
の
下
に
生
え
る
と
か
い

う
こ
と
だ
。「
道
の
べ
の
尾
花
が
下
の
思
ひ
草
今
さ
ら
さ
ら
に
何
か
思
は
む
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
二
二
七
〇
・
作
者
未
詳
）、「
秋
の
野
の
尾
花

に
ま
じ
り
咲
く
花
の
色
に
や
恋
ひ
む
逢
ふ
よ
し
を
な
み
」（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
七
・
読
人
不
知
）。
○
ま
た
は
こ
の
け
ふ
り
―
「
た
ば
こ
」

を
編
み
入
れ
る
。
○
其
名
に
た
ぐ
ふ
心
ち
し
て
―
「
思
ひ
草
」
と
い
う
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
気
が
し
て
。
○
室
の
や
し
ま
―
下
野
国
の
歌
枕
。

古
来
、
煙
が
立
つ
場
所
と
し
て
有
名
。「
下
野
や
室
の
八
島
に
立
つ
煙
思
ひ
あ
り
と
も
今
こ
そ
は
知
れ
」（
古
今
六
帖
・
第
三
・
一
九
一
〇
）。

○
こ
が
れ
つ
ゝ
―
恋
い
焦
が
れ
る
意
に
、
タ
バ
コ
の
火
に
焦
げ
る
意
を
響
か
せ
る
。
○
人
の
口
の
は
に
の
み
ぞ
か
ゝ
る
―
人
の
噂
の
種
に
な
る

の
意
に
、
タ
バ
コ
が
人
の
口
に
入
る
意
を
掛
け
る
。「
の
み
」
は
強
意
の
副
助
詞
で
あ
る
が
、「
喫
み
」
を
響
か
せ
る
。
○
い
ひ
け
た
れ
て
も
―

悪
口
を
言
わ
れ
て
も
の
意
に
、「
火
消
た
れ
て
」
を
編
み
込
む
。
○
お
も
ひ
い
れ
て
―
思
い
入
れ
を
持
っ
て
の
意
に
、「
火
入
れ
て
」
を
編
み
込

む
。
○
も
ゆ
る
け
し
き
は
、
い
ぶ
き
の
山
の
―
「
灰
吹
き
」
を
編
み
込
む
。
灰
吹
き
と
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
吹
き
落
と
す
た
め
の
竹
筒
。

た
だ
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
「
は
ひ
ぶ
き
」。
○
い
ぶ
き
の
山
の
さ
し
も
草
―
伊
吹
山
は
近
江
国
・
美
濃
国
の
歌
枕
。
古
来
、
薬
草
の
産
地
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と
し
て
名
高
く
、
艾
（
も
ぐ
さ
）
が
有
名
。「
か
く
と
だ
に
え
や
は
伊
吹
の
さ
し
も
草
さ
し
も
知
ら
じ
な
燃
ゆ
る
思
ひ
を
」（
後
拾
遺
集
・
恋

一
・
六
一
二
・
藤
原
実
方
、
百
人
一
首
）。
○
な
げ
き
せ
る
―
嘆
き
悲
し
む
意
に
、「
煙
管
」
を
編
み
込
む
。
○
い
ぶ
せ
く
―
嫌
わ
れ
る
。
○
あ

だ
な
る
物
―
は
か
な
い
物
。
タ
バ
コ
が
消
え
物
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
○
や
む
ご
と
な
き
あ
た
り
―
高
貴
な
身
分
の
方
々
。
○
人
の
国
―

外
国
。
○
此
比
渡
り
ま
う
で
く
る
書
ど
も
―
近
年
渡
来
し
た
異
国
の
書
物
。
詳
細
未
詳
。
○
は
る
か
な
る
せ
か
い
―
遠
い
異
国
。
○
あ
な
が
ち

に
こ
の
め
る
さ
ま
―
一
途
に
タ
バ
コ
に
愛
着
す
る
様
子
。

（
二
）〈
春
の
景
色
と
喫
煙
〉

　

鶯
の
、
谷
よ
り
出
し
初ハ

ツ

声コ
エ

よ
り
、
世
は
を
し
な
へ
て
、
春
め
き
つ
ゝ
、
や
う
〳
〵
風
な
つ
か
し
う
吹
わ
た
し
て
、
お
ほ
か
た
の
花
の
木
ど

も
ゝ
け
し
き
ば
み
、
梅
は
今
を
さ
か
り
に
て
、
に
ほ
ひ
に
か
す
む
大
空
の
、
の
ど
け
さ
に
、
そ
こ
は
か
と
な
く
、
あ
く
が
れ
い
づ
る
、
春
の
ひ

か
り
、
か
し
ら
の
雪
も
き
え
ぬ
べ
く
、
お
ひ
た
る
も
、
わ
か
き
も
、
を
の
が
じ
ゝ
き
よ
ら
を
つ
く
し
、
と
が
む
ば
か
り
の
香カ

に
し
み
た
る
、
く

れ
な
ゐ
の
袖
ふ
り
は
へ
て
、
行キ

か
ふ
人
を
、
ま
ち
ま
う
け
た
る
、
か
り
の
ゆ
か
なン
ど
に
、
し
ば
し
や
す
ら
ひ
つ
ゝ
、
ま
づ
と
う
で
ゝ
、
火
も
て

こ
と
い
ひ
た
る
に
、
き
よ
げ
な
る
女
の
、
あ
は
〳
〵
し
げ
に
も
て
い
で
て
、
な
め
げ
に
さ
し
お
き
た
る
、
さ
る
が
ふ
こ
と
なン

ど
い
ひ
あ
ざ
れ
た

る
、
い
と
お
か
し
。

【
語
釈
】

○
鶯
の
、
谷
よ
り
出
し
初
声
―
鶯
が
谷
か
ら
出
て
発
す
る
は
じ
め
て
の
鳴
き
声
。「
鶯
の
谷
よ
り
出
づ
る
声
な
く
は
春
来
る
こ
と
を
誰
か
知
ら

ま
し
」（
古
今
集
・
春
上
・
一
四
・
大
江
千
里
）。
○
け
し
き
ば
み
―
花
が
咲
く
兆
し
が
見
え
て
。「
梅
は
け
し
き
ば
み
ほ
ほ
笑
み
わ
た
れ
る
、

と
り
わ
き
て
見
ゆ
」（
源
氏
物
語
・
末
摘
花
）。
○
梅
は
今
を
さ
か
り
に
て
、
に
ほ
ひ
に
か
す
む
大
空
―
梅
は
今
を
盛
り
と
咲
い
て
、
そ
の
匂
い

で
霞
む
大
空
。「
大
空
は
梅
の
に
ほ
ひ
に
霞
み
つ
つ
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
月
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
四
〇
・
藤
原
定
家
）。
○
あ
く
が
れ
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い
づ
る
―
気
持
ち
が
浮
き
立
っ
て
。「
物
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
我
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る
た
ま
か
と
ぞ
見
る
」（
後
拾
遺
集
・
雑
六
・
一
一
六

四
・
和
泉
式
部
）。
○
春
の
ひ
か
り
、
か
し
ら
の
雪
も
き
え
果
て
ぬ
べ
く
―
春
の
日
の
光
を
浴
び
て
、
白
髪
（
頭
の
雪
）
も
消
え
て
し
ま
う
か

と
思
わ
れ
て
。「
春
の
日
の
光
に
あ
た
る
我
な
れ
ど
か
し
ら
の
雪
と
な
る
ぞ
わ
び
し
き
」（
古
今
集
・
春
上
・
八
・
文
屋
康
秀
）。
○
を
の
が

じ
ゝ
き
よ
ら
を
つ
く
し
―
各
自
思
い
思
い
に
小
綺
麗
に
装
飾
し
て
。「
と
り
わ
き
お
ほ
せ
言
あ
り
て
、
き
よ
ら
を
つ
く
し
て
仕
う
ま
つ
れ
り
」

（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）。
○
と
が
む
ば
か
り
の
香
に
し
み
た
る
―
気
に
な
る
く
ら
い
ま
で
香
り
が
染
み
込
ん
で
い
る
。
○
く
れ
な
ゐ
の
袖
ふ
り

は
へ
て
、
行
か
ふ
人
を
、
ま
ち
ま
う
け
た
る
―
「
袖
振
る
」
に
わ
ざ
わ
ざ
の
意
の
「
ふ
り
は
へ
て
」
を
掛
け
る
。「
春
日
野
の
若
菜
摘
み
に
や

白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
人
の
行
く
ら
む
」（
古
今
集
・
春
上
・
二
二
・
紀
貫
之
）。
○
か
り
の
ゆ
か
―
「
仮
床
（
さ
ず
き
）」（
日
本
書
紀
・
神
代

上
）
の
訓
読
み
で
、
桟
敷
の
古
名
。
○
き
よ
げ
な
る
女
の
、
あ
は
〳
〵
し
げ
に
も
て
い
で
て
―
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
綺
麗
な
女
が
軽
薄
そ
う
に
持
っ

て
よ
こ
し
て
。「
宮
仕
す
る
人
を
、
あ
は
あ
は
し
う
わ
る
き
こ
と
に
い
ひ
お
も
ひ
た
る
男
な
ど
こ
そ
、
い
と
に
く
け
れ
」（
枕
草
子
・
お
ひ
さ
き

な
く
）。
○
な
め
げ
に
さ
し
お
き
た
る
―
遠
慮
す
る
こ
と
も
な
く
タ
バ
コ
を
置
い
た
。
○
さ
る
が
ふ
こ
と
な
ど
い
ひ
あ
ざ
れ
た
る
―
「
さ
る
が

ふ
こ
と
」
は
「
猿
楽
言
」
で
冗
談
の
意
。
滑
稽
な
冗
談
を
言
っ
て
ふ
ざ
け
て
い
る
。

（
三
）〈
明
け
方
の
景
色
と
タ
バ
コ
の
煙
〉

　

有
明
の
比
、
も
の
へ
ま
か
る
と
て
、
夜
を
こ
め
て
立
出
る
。
空
は
月
影
く
ま
な
き
に
、
や
う
〳
〵
、
東
の
山
ぎ
は
あ
か
り
て
、
し
ら
み
ゆ
く

ほ
ど
、
な
ほ
行
す
ゑ
は
、
霧
わ
た
り
て
、
は
る
か
な
る
野
べ
に
、
〽
を
り
〳
〵
に
う
ち
て
た
く
火
の
け
ふ
り
あ
ら
ば
と
、
貫
之
の
ぬ
し
の
い
ひ

け
む
こ
と
の
は
なン
ど
、
思
ひ
出
ら
れ
て
、
ゆ
く
〳
〵
き
り
い
で
つ
ゝ
、
と
ぶ
火
の
ひ
か
り
を
、
野ノ

守モ
リ

が
い
ほ
に
は
、
あ
や
し
と
出デ

て
や
み
る
ら

む
。
か
く
て
ま
だ
思
ふ
さ
ま
な
ら
ぬ
に
、
火
の
き
え
ぬ
る
は
、
を
し
き
物
な
り
。

【
語
釈
】
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○
有
明
の
比
―
有
明
の
月
が
空
に
掛
か
る
頃
。
月
の
下
旬
。
○
も
の
へ
ま
か
る
―
あ
る
と
こ
ろ
へ
行
く
。
○
夜
を
こ
め
て
―
夜
が
明
け
な
い
う

ち
に
。「
夜
を
こ
め
て
鳥
の
空
音
は
は
か
る
と
も
よ
に
逢
坂
の
関
は
許
さ
じ
」（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
九
四
〇
・
清
少
納
言
、
百
人
一
首
）。
○

や
う
〳
〵
、
東
の
山
ぎ
は
あ
か
り
て
、
し
ら
み
ゆ
く
―
よ
う
や
く
東
の
山
際
が
明
る
く
な
っ
て
白
ん
で
い
く
。「
春
は
曙
。
や
う
や
う
白
く
な

り
ゆ
く
、
山
ぎ
は
少
し
明
か
り
て
紫
だ
ち
た
る
雲
の
細
く
た
な
び
き
た
る
」（
枕
草
子
・
春
は
曙
）。
○
を
り
〳
〵
に
う
ち
て
た
く
火
の
け
ふ
り

あ
ら
ば
―
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
こ
の
火
打
ち
石
を
打
っ
て
煙
が
立
っ
た
な
ら
ば
。「
を
り
を
り
に
打
ち
て
た
く
火
の
け
ぶ
り
あ
ら
ば
心
さ
す

が
を
し
の
べ
と
ぞ
思
ふ
」（
後
撰
集
・
離
別
・
一
三
〇
四
・
紀
貫
之
）
の
上
句
。
○
貫
之
―
紀
貫
之
。
○
き
り
い
で
つ
ゝ
―
火
を
熾
し
て
は
。

○
と
ぶ
火
の
ひ
か
り
を
、
野
守
が
い
ほ
に
は
、
あ
や
し
と
出
て
や
み
る
ら
む
―
飛
火
野
の
烽
火
を
野
守
は
庵
の
中
か
ら
奇
怪
だ
と
思
っ
て
、
外

に
出
て
見
る
だ
ろ
う
か
。「
春
日
野
の
飛
火
の
野
守
出
で
て
見
よ
い
ま
い
く
日
あ
り
て
若
菜
摘
み
て
む
」（
古
今
集
・
春
上
・
一
八
・
読
人
不

知
）。
○
思
ふ
さ
ま
な
ら
ぬ
に
、
火
の
き
え
ぬ
る
―
思
う
存
分
タ
バ
コ
を
味
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
火
が
消
え
て
し
ま
う
。

（
四
）〈
秋
の
景
色
と
タ
バ
コ
の
煙
〉

　

ふ
み
分
て
こ
し
跡
だ
に
な
き
、
庭
の
荻
は
ら
、
こ
と
ゝ
ふ
も
の
は
、
風
の
み
に
て
、
い
と
ゞ
、
身
に
し
み
つ
ゝ
、
色
み
え
ぬ
人
の
心
は
、
木

の
葉
と
共
に
う
つ
ろ
ひ
ゆ
く
、
秋
の
夕
暮
、
い
ま
さ
ら
、
ま
つ
と
は
な
き
物
か
ら
、
う
ち
し
を
れ
た
る
浅
茅
が
末
の
、
露
の
そ
こ
よ
り
、
心
ぼ

そ
う
鳴キ
い
で
た
る
ま
つ
虫
も
、
誰
を
か
と
思
へ
ば
、
人
わ
ろ
く
な
み
だ
の
こ
ぼ
る
ゝ
も
、
つ
ゝ
ま
し
く
て
、
ま
ぎ
る
ゝ
か
た
も
や
と
、
手
ず
さ

み
の
や
う
に
、
か
い
つ
ぐ
手
つ
き
、
い
と
な
よ
ゝ
か
に
て
、
打
み
じ
ろ
く
さ
ま
も
、
ら
う
た
し
や
。
風
に
ふ
か
れ
て
、
よ
こ
さ
ま
に
た
ち
の
ぼ

る
、
煙
の
行
ゑ
も
、
つ
く
〴
〵
と
う
ち
詠
め
ら
れ
て
、
あ
は
れ
、
つ
ら
き
か
た
に
も
、
吹
つ
た
へ
て
し
が
な
。
さ
ら
ば
、
人
し
れ
ぬ
、
我
お
も

ひ
も
、
空
に
し
る
く
や
見
ゆ
ら
ん
と
、
思
ふ
も
、
中
々
の
心
の
も
よ
ほ
し
な
ら
め
。

【
語
釈
】
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○
ふ
み
分
て
こ
し
跡
だ
に
な
き
、
庭
の
荻
原
―
踏
み
分
け
て
や
っ
て
来
た
足
跡
さ
え
も
な
い
庭
の
荻
原
。「
形
見
と
て
ほ
の
踏
み
分
け
し
跡
も

な
し
来
し
は
昔
の
庭
の
荻
原
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
八
九
・
藤
原
保
季
）。
○
こ
と
ゝ
ふ
も
の
は
、
風
の
み
に
て
―
訪
れ
る
も
の
は
風
ば

か
り
で
。「
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
山
里
の
夕
暮
れ
は
風
よ
り
ほ
か
に
と
ふ
人
も
な
し
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
五
・
読
人
不
知
）。
○
い
と
ゞ
、

身
に
し
み
つ
ゝ
─
普
段
よ
り
い
っ
そ
う
身
に
し
み
つ
つ
。「
風
の
音
の
身
に
し
む
ば
か
り
聞
ゆ
る
は
わ
が
身
に
秋
や
近
く
な
る
ら
む
」（
後
拾
遺

集
・
恋
二
・
七
〇
八
・
読
人
不
知
）。
○
色
み
え
ぬ
人
の
心
は
、
木
の
葉
と
共
に
う
つ
ろ
ひ
ゆ
く
―
目
に
見
え
な
い
人
の
心
は
木
の
葉
が
散
る

と
の
と
も
に
移
り
ゆ
く
。「
色
み
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
七
・
小
野
小

町
）、「
秋
風
に
山
の
木
の
葉
の
う
つ
ろ
へ
ば
人
の
心
も
い
か
が
と
ぞ
思
ふ.

」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
四
・
素
性
）。
○
ま
つ
と
は
な
き
物
か

ら
─
「
君
待
つ
と
わ
が
恋
ひ
を
れ
ば
わ
が
宿
の
す
だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く
」（
万
葉
集
・
巻
四
・
四
八
八
・
額
田
王
）。
○
う
ち
し
を
れ
た
る

浅
茅
が
末
の
、
露
の
そ
こ
―
し
お
れ
た
浅
茅
の
末
葉
に
置
く
露
の
底
。「
跡
も
な
き
庭
の
浅
茅
に
結
ぼ
ほ
れ
露
の
底
な
る
松
虫
の
声
」（
新
古
今

集
・
秋
下
・
四
七
四
・
式
子
内
親
王
）。
○
心
ぼ
そ
う
鳴
い
で
た
る
ま
つ
虫
も
、
誰
を
か
と
思
へ
ば
―
心
細
く
鳴
き
出
し
た
松
虫
も
誰
を
待
っ

て
い
る
の
か
と
思
う
と
。「
も
み
ぢ
葉
の
散
り
て
つ
も
れ
る
わ
が
宿
に
誰
を
ま
つ
虫
こ
こ
ら
鳴
く
ら
む
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
三
・
読
人
不

知
）。
○
人
わ
ろ
く
な
み
だ
の
こ
ぼ
る
ゝ
も
、
つ
ゝ
ま
し
く
て
―
人
に
見
ら
れ
て
ば
つ
が
悪
く
涙
が
あ
ふ
れ
出
す
の
も
包
み
隠
し
た
く
て
。
○

か
い
つ
ぐ
手
つ
き
、
い
と
な
よ
ゝ
か
に
て
、
打
み
じ
ろ
く
さ
ま
も
、
ら
う
た
し
や
―
タ
バ
コ
を
持
つ
手
つ
き
は
た
い
そ
う
し
な
や
か
で
、
体
を

動
か
す
様
子
も
か
わ
い
ら
し
い
。
○
風
に
ふ
か
れ
て
、
よ
こ
さ
ま
に
た
ち
の
ぼ
る
、
煙
の
行
ゑ
―
風
が
吹
い
て
横
に
立
ち
上
っ
て
い
く
タ
バ
コ

の
煙
の
行
方
。
○
つ
ら
き
か
た
に
も
、
吹
つ
た
へ
て
し
が
な
―
風
が
吹
い
て
、
私
に
つ
れ
な
い
人
に
も
伝
え
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
○
人
し
れ

ぬ
、
我
お
も
ひ
も
、
空
に
し
る
く
や
見
ゆ
ら
ん
―
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
わ
が
心
の
う
ち
も
空
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
人
知
れ
ぬ
思
ひ
を
つ
ね
に
す
る
が
な
る
富
士
の
山
こ
そ
わ
が
身
な
り
け
れ
」（
古
今
集
・
恋
一
・
五
三
四
・
読
人
不
知
、
伊
勢
物
語
）。
○

中
々
の
心
の
も
よ
ほ
し
な
ら
め
―
か
え
っ
て
わ
が
心
が
促
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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（
五
）〈
不
格
好
な
喫
煙
者
へ
の
不
快
感
〉

　

ふ
つ
ゝ
か
に
、
ふ
と
り
過
た
る
、
げ
す
を
の
こ
の
、
顔カ

ホ

に
く
さ
げ
な
る
が
、
く
つ
ろ
か
に
う
ち
あ
を
ぎ
、
ひ
げ
、
か
い
な
で
ゝ
、
く
は
へ
ゐ

た
る
は
、
引
は
な
ち
て
も
、
す
て
ま
ほ
し
。

【
語
釈
】

○
ふ
つ
ゝ
か
に
、
ふ
と
り
過
た
る
、
げ
す
を
の
こ
―
不
格
好
な
ま
で
に
太
り
す
ぎ
た
下
賤
の
男
。
○
顔
に
く
さ
げ
な
る
―
顔
が
い
か
に
も
醜

い
。「
顔
に
く
さ
げ
な
る
人
に
も
立
ち
ま
じ
り
て
」（
徒
然
草
・
一
段
）。
○
く
つ
ろ
か
に
う
ち
あ
を
ぎ
―
く
つ
ろ
い
だ
様
子
で
上
を
向
い
て

（
扇
を
使
っ
て
）。
○
ひ
げ
、
か
い
な
で
ゝ
く
は
へ
ゐ
た
る
―
髯
を
掻
き
撫
で
な
が
ら
タ
バ
コ
を
銜
え
て
座
っ
て
い
る
。
○
引
は
な
ち
て
も
、

す
て
ま
ほ
し
―
タ
バ
コ
を
取
り
あ
げ
て
捨
て
て
し
ま
い
た
い
。

（
六
）〈
来
客
に
タ
バ
コ
を
勧
め
る
〉

　

か
り
そ
め
に
物
し
た
る
ま
ら
う
ど
に
も
、
す
べ
て
と
り
あ
へ
ず
、
ま
づ
い
だ
す
も
の
な
る
を
、
す
か
ぬ
は
、
や
う
な
し
と
て
か
へ
し
た
る
、

は
へ
な
き
物
な
り
。

【
語
釈
】

○
か
り
そ
め
に
物
し
た
る
ま
ら
う
ど
―
つ
い
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
来
た
客
人
。
○
ま
づ
い
だ
す
も
の
な
る
―
タ
バ
コ
は
ま
ず
最
初
に
供
す
る
。
○

す
か
ぬ
は
、
や
う
な
し
と
て
か
へ
し
た
る
―
タ
バ
コ
が
嫌
い
な
人
は
要
ら
な
い
と
言
っ
て
突
き
返
し
て
し
ま
う
。
○
は
へ
な
き
物
な
り
―
見
栄

え
が
悪
い
も
の
だ
。
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（
七
）〈
喫
煙
者
の
禁
煙
〉

　

心
地
れ
い
な
ら
ず
、
な
や
み
ゐ
て
、
は
か
な
き
く
だ
物
なン
ど
を
さ
へ
、
い
と
も
の
う
く
し
た
る
折
に
も
、
い
さ
さ
か
を
こ
た
り
ざ
ま
な
る
に

は
、
ま
づ
お
も
ひ
出
る
ぞ
か
し
。
つ
ね
に
す
け
る
人
の
、
き
よ
く
と
ほ
ざ
け
て
、
日
数
ふ
る
は
、
と
ふ
ら
ひ
き
た
る
人
なン
ど
に
も
、
し
か
〴
〵

な
ん
さ
ふ
ら
ふ
なン
ど
も
い
ふ
か
し
。

【
語
釈
】

○
心
地
れ
い
な
ら
ず
、
な
や
み
ゐ
て
―
体
が
普
通
で
は
な
く
病
ん
で
い
て
。「
朱
雀
院
の
帝
、
あ
り
し
御
幸
の
の
ち
、
そ
の
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
、

例
な
ら
ず
悩
み
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
」（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
）。
○
い
と
も
の
う
く
し
た
る
折
に
も
―
ひ
ど
く
物
憂
い
思
い
を
し
て
い
る
時
で

も
。
○
い
さ
さ
か
を
こ
た
り
ざ
ま
な
る
に
は
―
少
し
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
時
に
は
。「
読
経
・
修
法
な
ど
し
て
、
い
さ
さ
か
お
こ
た
り
た
る

や
う
な
れ
ば
」（
蜻
蛉
日
記
・
上
）。
○
ま
づ
お
も
ひ
出
る
―
タ
バ
コ
の
こ
と
が
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
。
○
つ
ね
に
す
け
る
人
―
い
つ
も
タ
バ
コ

が
好
き
な
人
。
○
き
よ
く
と
ほ
ざ
け
て
、
日
数
ふ
る
は
―
厳
格
に
禁
煙
を
し
て
数
日
経
る
の
は
。
○
し
か
〴
〵
な
ん
さ
ふ
ら
ふ
な
ど
も
い
ふ
か

し
―
し
か
じ
か
の
事
情
で
禁
煙
し
て
い
る
な
ど
と
言
う
よ
。

（
八
）〈
晩
夏
の
景
色
と
タ
バ
コ
〉

　

水
無
月
廿ハ

ツ

よカ
ア

日マ
リ

の
ひ
る
つ
か
た
、
扇
の
風
も
、
よ
に
ぬ
る
く
覚
え
、
夕
風
ま
ち
つ
く
る
程
も
、
た
へ
が
た
く
て
、
の
き
ち
か
う
、
う
た
ゝ
ね

し
た
る
に
、
ふ
と
目
さ
め
ぬ
れ
ば
、
か
た
し
け
る
か
た
の
、
あ
せ
に
し
め
ら
ひ
て
、
い
と
ゞ
物
む
つ
か
し
く
、
あ
つ
さ
所
せ
き
を
、
め
す
る

〳
〵
、
引
よ
せ
て
、
火
た
づ
ぬ
る
も
、
あ
な
が
ち
な
り
や
。
今
ぞ
す
こ
し
、
庭
の
梢
も
う
ち
そ
よ
ぐ
ほ
ど
也
。

【
語
釈
】

○
水
無
月
廿
よ
日
―
六
月
下
旬
。
夏
の
終
わ
り
。
○
夕
風
ま
ち
つ
く
る
程
―
夕
風
が
吹
く
の
を
待
ち
う
け
る
間
。
○
の
き
ち
か
う
、
う
た
ゝ
ね
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し
た
る
に
―
軒
近
く
の
縁
側
で
転
た
寝
を
し
て
い
る
時
に
。
○
か
た
し
け
る
か
た
―
独
り
寝
を
し
た
肩
。「
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
今
宵
も

や
我
を
待
つ
ら
む
宇
治
の
橋
姫
」（
古
今
集
・
恋
四
・
六
八
九
・
読
人
不
知
）。
○
い
と
ゞ
物
む
つ
か
し
く
―
先
ほ
ど
よ
り
も
い
っ
そ
う
気
持
ち

悪
く
。
○
あ
つ
さ
所
せ
き
を
―
身
の
置
き
所
が
な
い
ほ
ど
暑
い
が
。「
六
月
に
も
な
り
ぬ
。
暑
さ
所
せ
き
に
も
ま
づ
、
去
年
の
こ
の
こ
ろ
は
、

こ
と
も
な
く
御
心
地
よ
げ
に
遊
ば
せ
た
ま
ひ
て
」（
讃
岐
典
侍
日
記
）。
○
め
す
る
〳
〵
、
引
き
よ
せ
て
―
つ
い
目
が
煙
草
を
追
い
、
こ
れ
を
引

き
寄
せ
て
。
○
火
た
づ
ぬ
る
も
、
あ
な
が
ち
な
り
や
―
火
打
ち
を
さ
が
す
の
も
せ
っ
か
ち
で
あ
る
な
あ
。
○
庭
の
梢
も
う
ち
そ
よ
ぐ
ほ
ど
―

（
秋
風
が
吹
い
て
）
庭
の
梢
も
そ
よ
ぐ
時
期
。

（
九
）〈
疎
遠
な
人
の
も
と
で
の
喫
煙
〉

　

あ
ま
り
、
し
た
し
く
も
あ
ら
ぬ
人
の
も
と
に
て
、
物
が
た
り
し
、
例
の
い
だ
し
を
き
た
る
と
か
く
し
て
時
う
つ
り
火
も
し
ろ
き
は
い
が
ち
に

な
り
た
る
を
、
た
づ
ぬ
る
に
、
は
や
く
き
え
ぬ
る
、
た
ゞ
に
さ
し
お
く
が
、
く
ち
を
し
け
れ
ば
、
あ
る
じ
や
心
づ
く
と
、
し
ば
し
か
き
さ
ぐ
り

ゐ
る
を
、
と
く
見
て
、
人
よ
び
た
る
は
よ
し
。
心
や
す
き
わ
た
り
に
て
は
、
い
か
に
も
せ
む
を
。

【
語
釈
】

○
物
が
た
り
―
世
間
話
。
○
例
の
い
だ
し
を
き
た
る
―
い
つ
も
の
よ
う
に
タ
バ
コ
を
出
し
て
お
い
た
。
○
あ
る
じ
や
心
づ
く
―
主
人
が
気
づ
く

の
で
は
な
い
か
と
。
○
心
や
す
き
わ
た
り
に
て
は
、
い
か
に
も
せ
む
を
―
気
の
置
け
な
い
人
の
も
と
で
は
、
ど
う
と
で
も
す
る
の
に
。

（
十
）〈
冬
の
景
色
と
タ
バ
コ
〉

　

あ
ら
〳
〵
し
う
吹
し
を
り
し
嵐
も
、
な
ご
り
な
く
の
ど
ま
り
て
、
せ
ん
ざ
い
の
こ
ず
ゑ
も
い
と
ゞ
さ
び
し
く
、
木
の
本
に
く
ち
の
こ
る
落オ

チ

葉

も
、
あ
さ
霜
な
が
ら
の
氷
に
う
づ
も
れ
、
空
さ
へ
雪
げ
に
う
ち
く
も
り
ぬ
る
夕
ぐ
れ
、
や
ゝ
ち
り
く
る
花
に
ぞ
、
〽
春
の
と
な
り
の
ち
か
け
れ
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ば
と
、
す
こ
し
さ
う
〴
〵
し
さ
も
、
な
ぐ
さ
み
て
、
な
が
め
い
だ
せ
る
に
、
ね
ぐ
ら
に
か
へ
る
ゆ
ふ
が
ら
す
の
、
三
つ
四
つ
二
つ
な
き
わ
た
る

も
、
い
と
さ
む
げ
に
み
ゆ
。
か
く
し
つ
ゝ
、
は
や
く
れ
竹
の
葉
ず
ゑ
なン
ど
よ
り
、
や
う
〳
〵
し
ろ
く
成
行
ほ
ど
、
さ
す
が
に
ま
だ
、
物
の
け
ぢ

め
も
見
え
わ
き
て
、
や
り
水
の
ほ
そ
う
て
残
り
た
る
なン
ど
も
お
か
し
。
内ウ

チ

外ト

、
人
の
け
は
ひ
も
い
た
う
し
づ
ま
り
、
つ
れ
〴
〵
な
る
よ
ひ
の

程
、
庭
に
跡
を
も
、
い
か
ゞ
は
い
と
ひ
あ
へ
む
。
そ
も
何ナ

ニ

ば
か
り
の
心
ざ
し
に
て
か
は
、
か
ゝ
る
雪
も
よ
に
、
物
す
る
人
の
あ
ら
ん
と
、
う
む

じ
ゐ
る
を
り
し
も
、
か
ど
の
か
た
に
、
入
く
る
人
の
け
は
ひ
ぞ
す
る
。
袖来

客う
ち
は
ら
ふ
ほ
ど
も
、
心主

人
ノ
心

も
と
な
く
て
、
は
し
ち
か
う
た
ち
出デ

つ
ゝ
、
み
れ
ば
、
あ
け
く
れ
、
に
な
う
む
つ
び
か
は
す
人
の
声
に
て
、
い客

言か
ゞ
物
し
給
ふ
。
こ
よ
ひ
の
雪
を
、
ひ
と
り
も
て
あ
そ
ば
む
事
の
、

か
た
は
な
る
こ
ゝ
ち
し
侍
り
て
、
な
ん
、
なン
ど
い
ひ
た
る
、
う
れ
し
く
て
、
い主

人
言で

や
こ
ゝ
に
も
、
心
ば
か
り
は
、
か
き
分
て
思
ひ
や
り
侍
り
し

か
ど
、
な
ら
は
ぬ
夜ル

の
あ
り
き
は
、
も
の
う
く
て
な
ん
、
なン
ど
い
ら
へ
つ
ゝ
、
お
く
の
か
た
に
い
り
て
、
い
と
お
ほ
き
な
る
火
お
け
に
、
す
み

こ
ち
〴
〵
し
う
お
こ
し
、
つ
と
よ
り
ゐ
て
、
な
に
く
れ
と
む
か
し
い
ま
の
物
語
し
つ
ゝ
、
よ
ひ
過
る
程
、
い
と
す
ご
く
、
し
め
〴
〵
と
、
心
ぼ

そ
く
て
、
雪
を
れ
の
音
の
み
、
し
ば
〳
〵
き
こ
ゆ
る
に
、
ふ
り
つ
も
る
程
も
し
ら
れ
て
、
こ
よ
な
う
さ
む
け
し
や
。
あ
か
ず
む
か
ひ
居
た
ら
む

程
、
れ
い
の
け
ふ
り
は
、
今
さ
ら
に
い
ひ
た
て
ず
と
も
、
空
に
し
る
べ
し
。
夜
や
う
〳
〵
ふ
け
ゆ
け
ば
、
か
へ
る
よ
し
し
て
、
心客

言な
き
長ナ

ガ

ゐ
の

う
ら
を
、
下
部
なン
ど
や
、
海
士
の
す
む
里
の
し
る
べ
と
、
お
も
ひ
侍
ら
ん
、
ね
ぶム

た
う
ぞ
お
は
す
ら
ん
なン
ど
い
ひ
つ
ゝ
、
た
つ
。
な主

言に
か
は
、

千チ

夜ヨ

を
一
よ
に
と
も
思
ひ
侍
れ
ど
、
御ミ

心
と
ま
る
べ
き
、
く
さ
は
ひ
に
も
侍
ら
ね
ば
、
し
ゐ
て
、
今
し
ば
し
共
、
い
か
ゞ
は
聞
え
さ
せ
む
。
ふ

り
は
へ
、
と
は
せ
給
ふ
み
心
ざ
し
は
さ
る
物
に
て
、
雪
こ
そ
深
く
侍
る
な
れ
。
み
ち
の
程
も
お
ぼ
つ
か
な
し
。
あ
か
り
の
御オ

ホ
ンま

う
け
や
さ
ふ
ら

ふ
、
ま
い
ら
せ
て
む
や
なン
ど
き
こ
え
つ
ゝ
、
ずン
ざ
よ
ば
す
れ
ば
、
ね
ふム

り
ゐ
た
る
が
、
か
ほ
ふ
く
ら
し
、
あ
く
び
う
ち
し
て
、
は
し
り
く
る
も

お
か
し
。
立
い
づ
る
ほ
ど
、
お
く
よ
り
、
御オ

ホ
ンた

ば
こ
い
れ
な
むン

、
の
こ
り
て
侍
り
し
と
て
、
わ
ら
は
べ
の
も
て
い
で
た
る
、
こ
は
わ
す
れ
に
け

り
と
て
、
ふ
と
こ
ろ
に
さ
し
い
れ
て
、
い
ぬ
め
り
。

【
語
釈
】
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○
あ
ら
〳
〵
し
う
吹
し
を
り
し
嵐
も
、
な
ご
り
な
く
の
ど
ま
り
て
―
荒
々
し
く
吹
い
て
草
木
を
し
お
れ
さ
せ
た
嵐
も
跡
形
も
な
く
静
か
に
な
っ

て
。
○
木
の
本
に
く
ち
の
こ
る
落
葉
―
木
の
下
で
朽
ち
果
て
る
こ
と
な
く
残
る
落
葉
。
○
あ
さ
霜
な
が
ら
の
氷
に
う
づ
も
れ
―
朝
降
り
た
霜
の

ま
ま
の
氷
に
埋
も
れ
て
。
○
空
さ
へ
雪
げ
に
う
ち
く
も
り
ぬ
る
夕
ぐ
れ
―
空
ま
で
も
が
今
に
も
雪
が
降
り
そ
う
に
曇
る
夕
暮
。「
空
は
な
ほ
霞

み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
曇
る
春
の
夜
の
月
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
二
三
・
藤
原
良
経
）。
○
や
ゝ
ち
り
く
る
花
に
ぞ
、
〽
春
の
と
な
り

の
ち
か
け
れ
ば
と
―
少
し
散
り
か
か
る
花
に
対
し
て
、
春
が
す
ぐ
隣
ま
で
来
て
い
る
の
で
と
。「
冬
な
が
ら
春
の
隣
の
近
け
れ
ば
中
垣
よ
り
ぞ

花
は
散
り
け
る
」（
古
今
集
・
雑
体
・
一
〇
二
一
・
清
原
深
養
父
）。
○
ね
ぐ
ら
に
か
へ
る
ゆ
ふ
が
ら
す
の
、
三
つ
四
つ
二
つ
な
き
わ
た
る
―

「
烏
の
寝
ど
こ
ろ
へ
行
く
と
て
、
三
つ
四
つ
、
二
つ
三
つ
な
ど
飛
び
急
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
」（
枕
草
子
・
春
は
曙
）。
○
や
り
水
の
ほ
そ
う
て

残
り
た
る
―
庭
園
に
は
遣
水
が
細
い
流
れ
な
が
ら
も
残
っ
て
い
る
。
○
庭
に
跡
を
も
、
い
か
ゞ
は
い
と
ひ
あ
へ
む
―
慈
円
歌
を
踏
ま
え
て
、
庭

の
雪
に
自
分
の
足
跡
を
付
け
て
、
訪
問
客
が
あ
っ
た
と
擬
装
す
る
の
を
ど
う
し
て
嫌
が
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。「
庭
の
雪
に
わ
が
跡
つ
け
て
出

で
つ
る
を
訪
は
れ
に
け
り
と
人
や
見
る
ら
む
」（
新
古
今
集
・
冬
・
六
七
九
・
慈
円
）。
○
そ
も
何
ば
か
り
の
心
ざ
し
に
て
か
は
、
か
ゝ
る
雪
も

よ
に
、
物
す
る
人
の
あ
ら
ん
―
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た
了
簡
で
、
こ
の
よ
う
な
雪
の
降
る
中
に
や
っ
て
来
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
○
う
む

じ
ゐ
る
を
り
し
も
―
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
折
も
折
。
○
袖
う
ち
は
ら
ふ
―
袖
に
掛
か
っ
た
雪
を
払
う
。
客
人
の
行
為
。
○
は
し
ち
か
う
た
ち
出

つ
ゝ
―
廂
の
そ
ば
ま
で
出
て
立
っ
て
。
○
な
ら
は
ぬ
夜
の
あ
り
き
―
慣
れ
な
い
夜
の
外
出
。
○
雪
を
れ
の
音
―
降
り
積
も
っ
た
雪
の
重
み
で
木

の
枝
が
折
れ
る
音
。「
明
け
や
ら
ぬ
寝
覚
め
の
床
に
聞
ゆ
な
り
籬
の
竹
の
雪
の
下
折
れ
」(

新
古
今
集
・
冬
・
六
六
七
・
藤
原
範
兼)

。
○
れ
い

の
け
ふ
り
は
、
今
さ
ら
に
い
ひ
た
て
ず
と
も
、
空
に
し
る
べ
し
―
例
の
タ
バ
コ
の
煙
は
今
さ
ら
言
い
出
さ
な
く
て
も
、
そ
れ
と
な
く
わ
か
る
で

あ
ろ
う
。「
唐
衣
う
つ
声
聞
け
ば
月
清
み
ま
だ
寝
ぬ
人
を
空
に
知
る
か
な
」（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
三
二
三
・
紀
貫
之
）。
○
長
ゐ
の
う
ら
―
摂

津
国
の
歌
枕
。
こ
こ
は
長
く
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
。「
霜
冴
え
て
夜
も
長
居
の
浦
寒
み
明
け
や
ら
ず
と
や
千
鳥
鳴
く
ら
む
」（
千
載
集
・
冬
・
四

二
七
・
法
印
静
賢
）。
○
下
部
―
卑
役
の
雑
人
。
○
海
士
の
す
む
里
の
し
る
べ
―
小
町
歌
に
よ
り
、「
恨
み
ん
」
の
意
。「
海
人
の
住
む
里
の
し
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る
べ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
み
ん
と
の
み
人
の
言
ふ
ら
む
」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
二
七
・
小
野
小
町
）。
○
な
に
か
は
、
千
夜
を
一
よ
に
―
ど
う

し
て
千
夜
を
一
夜
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。「
秋
の
夜
の
千
夜
を
一
夜
に
な
ず
ら
へ
て
八
千
夜
し
寝
ば
や
あ
く
時
の
あ
ら
む
」（
伊
勢
物

語
・
二
十
二
段
）。
○
し
ゐ
て
、
今
し
ば
し
共
、
い
か
ゞ
は
聞
え
さ
せ
む
―
無
理
を
押
し
て
も
う
し
ば
ら
く
と
申
し
上
げ
て
引
き
留
め
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
○
ふ
り
は
へ
、
と
は
せ
給
ふ
み
心
ざ
し
は
さ
る
物
に
て
―
雪
が
降
っ
て
い
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ
お
訪
ね
に
な
る
志
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
。「
ふ
り
は
へ
」
は
雪
が
「
降
り
」
を
掛
け
る
。
○
み
ち
の
程
も
お
ぼ
つ
か
な
し
―
雪
の
降
る
帰
り
道
も
心
配
だ
。
○
ず
ざ
よ
ば
す
れ

ば
―
従
者
を
呼
び
寄
せ
る
と
。

（
十
一
）〈
宴
席
で
の
喫
煙
〉

　

さ
か
つ
き
い
だ
し
て
、
の
み
か
は
す
を
り
なン
ど
は
、
ろ
ん
な
う
、
け
を
さ
れ
に
た
る
や
う
な
れ
ど
、
め
ぐ
り
く
る
も
、
ま
ど
ほ
き
ひ
ま
に

は
、
な
ほ
し
も
は
た
え
あ
ら
ぬ
ぞ
か
し
。
下
戸
は
さ
ら
な
り
や
。

【
語
釈
】

○
ろ
ん
な
う
、
け
を
さ
れ
に
た
る
や
う
な
れ
ど
―
タ
バ
コ
は
も
ち
ろ
ん
酒
の
勢
い
に
負
け
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
○
め
ぐ
り
く
る

も
、
ま
ど
ほ
き
ひ
ま
に
は
―
盃
が
め
ぐ
っ
て
く
る
の
も
間
延
び
し
て
。
○
え
あ
ら
ぬ
ぞ
か
し
―
タ
バ
コ
の
ほ
う
が
良
い
。
○
下
戸
は
さ
ら
な
り

や
―
下
戸
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
タ
バ
コ
の
ほ
う
が
良
い
。

（
十
二
）〈
タ
バ
コ
入
れ
の
い
ろ
い
ろ
〉

　

か
の
、
わ
す
れ
お
き
て
、
い
な
む
と
し
た
り
し
物
よ
。
を
り
〳
〵
の
心
ば
へ
、
時
に
つ
け
つ
ゝ
、
し
い
づ
る
た
く
み
、
年
々
月
々
に
、
め
づ

ら
し
う
見
え
し
ら
が
へ
ば
、
い
た
り
す
く
な
き
わ
か
人ウ

ド

なン
ど
は
、
い
と
こ
の
ま
し
う
し
つ
ゝ
、
ふ
り
ぬ
さ
き
に
と
、
い
そ
ぎ
も
と
め
て
、
ほ
こ
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ら
し
げ
に
、
も
て
あ
り
く
を
、
人
も
は
や
う
も
た
り
け
る
こ
そ
、
く
ち
を
し
け
れ
。
大
か
た
、
か
や
う
の
事
、
人
に
あ
ら
そ
ひ
、
う
け
ば
り
た

る
は
、
い
と
お
さ
な
き
、
わ
ざ
な
ら
め
。
め人

ノで
た
し
と
、
こ
ひ
て
見
た
る
に
、
し
た
り
が
ほ
し
た
る
も
、
に
く
し
。
又
あ
ま
り
、
き
す
く
に

て
、
い
つ
も
、
ふ
る
め
か
し
き
か
た
を
の
み
、
ま
も
り
ゐ
た
る
も
、
折
に
ふ
れ
、
所
に
よ
り
て
は
、
さ
は
い
へ
ど
、
は
へ
な
き
わ
ざ
な
り
。
只

な
に
と
な
く
、
お
い
ら
か
に
、
な
つ
か
し
う
、
き
よ
げ
な
る
を
、
あ
る
に
ま
か
せ
て
、
も
た
ま
ほ
し
。
さ
り
と
て
、
ひ
た
ぶ
る
に
え
ん
だ
ち
、

な
ま
め
き
た
る
も
、
女
なン
ど
は
さ
も
あ
ら
め
、
い
と
を
こ
が
ま
し
く
見
ゆ
る
ぞ
か
し
。
か
う
や
う
の
す
き
〴
〵
し
さ
も
、
わ
か
き
程
は
、
つ
み

ゆ
る
し
つ
べ
し
。
さ
だ
す
ぎ
た
る
人
の
、
よ
う
せ
ず
は
、
む
ま
ご
も
い
だ
き
つ
べ
き
こ
ろ
ほ
ひ
な
る
が
、
い
ま
め
き
は
な
や
ぐ
こ
そ
、
あ
ひ
な

き
物
な
れ
。

【
語
釈
】

○
か
の
、
わ
す
れ
お
き
て
、
い
な
む
と
し
た
り
し
物
―
タ
バ
コ
入
れ
。
○
見
え
し
ら
が
へ
ば
―
目
立
つ
よ
う
に
す
る
の
で
。「
つ
ね
に
見
え
し

ら
が
ひ
あ
り
く
」（
枕
草
子
・
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
頃
）。
○
い
た
り
す
く
な
き
わ
か
人
―
思
慮
の
浅
い
若
人
。
○
ふ
り
ぬ
さ
き
に
と
―

流
行
遅
れ
に
な
る
前
に
と
。
○
人
に
あ
ら
そ
ひ
、
う
け
ば
り
た
る
―
人
と
争
っ
て
わ
が
も
の
顔
に
振
る
舞
う
。
○
め
で
た
し
と
、
こ
ひ
て
見
た

る
に
、
し
た
り
が
ほ
し
た
る
も
、
に
く
し
―
す
ば
ら
し
い
と
言
っ
て
所
望
し
て
見
る
時
、
得
意
顔
を
し
て
い
る
の
は
憎
ら
し
い
。
○
あ
ま
り
、

き
す
く
に
て
―
あ
ま
り
に
も
生
真
面
目
で
。
○
い
つ
も
、
ふ
る
め
か
し
き
か
た
を
の
み
、
ま
も
り
ゐ
た
る
も
―
い
つ
も
古
め
か
し
い
タ
バ
コ
入

れ
ば
か
り
を
大
切
に
し
て
い
る
の
も
。
○
は
へ
な
き
わ
ざ
な
り
―
さ
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
○
お
い
ら
か
に
、
な
つ
か
し
う
、
き
よ
げ
な
る
を

―
鷹
揚
に
好
ま
し
く
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
も
の
を
。
○
ひ
た
ぶ
る
に
え
ん
だ
ち
、
な
ま
め
き
た
る
も
、
女
な
ど
は
さ
も
あ
ら
め
―
ひ
た
す
ら
妖

艶
で
美
し
い
タ
バ
コ
入
れ
も
、
女
が
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
け
れ
ど
も
。
○
か
う
や
う
の
す
き
〴
〵
し
さ
も
―
こ
の
よ
う
に

物
好
き
な
趣
向
も
。
○
わ
か
き
程
は
、
つ
み
ゆ
る
し
つ
べ
し
―
若
い
う
ち
は
き
っ
と
許
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
○
さ
だ
す
ぎ
た
る
人
―
盛
り

を
過
ぎ
た
人
。
○
よ
う
せ
ず
は
―
悪
く
す
る
と
。
○
い
ま
め
き
は
な
や
ぐ
こ
そ
、
あ
ひ
な
き
物
な
れ
―
当
世
風
で
華
や
か
な
の
は
不
釣
り
合
い
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だ
。

（
十
三
）〈
タ
バ
コ
は
老
後
の
友
〉

　

い此
ヨ
リ
老
人
ノ
人
ニ
語
ル
詞
也

ふ
か
ひ
な
く
、
年
ま
か
り
い
り
侍
り
て
は
、
何
事
に
つ
け
て
も
、
を
の
づ
か
ら
人
に
心
を
お
か
れ
、
さ
る
か
ら
、
う
ち
い
で
む
と
お
ぼ
し

き
事
も
、
つ
ゝ
ま
し
く
、
又
お
の
づ
か
ら
、
ひ
が
〳
〵
し
き
心
も
、
い
で
ま
う
で
く
る
わ
ざ
に
侍
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
所
せ
き
も
の
に
な
り
ゆ

き
、
う
た
て
の
お
き
な
や
と
、
う
ち
あ
ば
め
は
れ
、
ま
じ
ら
ひ
ふ
れ
ば
ふ
人
も
、
あ
り
が
た
き
世
に
こ
そ
なン
ど

此
マ
デ
老
人
ノ
詞
也

、
か
た
り
つ
ゝ
、
き
せ
る
か
き

の
ご
ひ
、
み
が
き
なン
ど
し
つ
ゝ
、
の
み
ゐ
る
は
、
わ
か
ゝ
り
し
よ
り
、
た
が
ひ
に
、
心
か
は
ら
ぬ
友
な
ら
め
と
、
見
つ
ゝ
、
心
ぐ
る
し
く
聞
ゐ

る
わ若

人

か
う
ど
さ
へ
、
え
あ
ら
ず
。
ま
し
て
、
ひ
と
り
つ
れ
〴
〵
に
、
あ
か
し
く
ら
す
ら
ん
、
お
ひ
人
の
、
身
を
さ
ら
ぬ
友
と
し
た
る
は
、
こ
と

は
り
に
こ
そ
。
相ヒ
思
ふ
と
、
も
ろ
こ
し
人
の
名
づ
け
ゝ
む
も
、
げ
に
さ
る
こ
と
ぞ
か
し
。

【
語
釈
】

○
い
ふ
か
ひ
な
く
、
年
ま
か
り
い
り
侍
り
て
は
―
不
甲
斐
な
く
も
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
。
○
を
の
づ
か
ら
人
に
心
を
お
か
れ
―
自
然

と
他
の
人
に
気
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
。
○
う
ち
い
で
む
と
お
ぼ
し
き
事
も
、
つ
ゝ
ま
し
く
―
口
に
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
つ
い
言
わ
な
い
で

済
ま
し
。
○
ひ
が
〳
〵
し
き
心
―
人
を
ひ
が
む
気
持
ち
。
○
お
の
づ
か
ら
所
せ
き
も
の
に
な
り
ゆ
き
―
自
然
と
窮
屈
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い

き
。
○
う
た
て
の
お
き
な
や
と
、
う
ち
あ
ば
め
は
れ
―
厄
介
な
老
人
だ
と
さ
げ
す
ま
れ
。
○
ま
じ
ら
ひ
ふ
れ
ば
ふ
人
―
交
流
し
、
関
わ
り
合
い

を
持
つ
人
。「
こ
と
さ
ら
に
も
、
か
の
御
あ
た
り
に
ふ
れ
ば
は
せ
む
に
、
な
ど
か
覚
え
の
劣
ら
む
」（
源
氏
物
語
・
行
幸
）。
○
き
せ
る
か
き
の

ご
ひ
、
み
が
き
な
ど
し
つ
ゝ
、
の
み
ゐ
る
―
煙
管
の
汚
れ
を
拭
き
取
り
、
磨
き
な
ど
し
て
ば
か
り
い
る
。
○
え
あ
ら
ず
―
並
一
通
り
で
は
な

い
。
○
ひ
と
り
つ
れ
〴
〵
に
、
あ
か
し
く
ら
す
ら
ん
、
お
ひ
人
―
独
り
で
暇
を
持
て
あ
ま
し
て
生
活
す
る
よ
う
な
老
人
。
○
身
を
さ
ら
ぬ
友
と

し
た
る
は
、
こ
と
わ
り
に
こ
そ
―
タ
バ
コ
を
肌
身
離
さ
ぬ
友
と
し
た
こ
と
は
道
理
で
あ
る
。
○
相
思
ふ
―
た
ば
こ
の
異
名
を
相
思
草
と
い
う
。
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「
相
思
草
、
淡
婆
姑
」（
和
漢
三
才
図
会
）。
○
も
ろ
こ
し
人
―
清
沈
穆
。「
煙
艸
一
名
相
思
艸
、
言
人
食
之
則
時
々
思
想
不
能
離
也
」（『
本
草

洞
詮
』
第
九
）。「
本
居
宣
長
随
筆
」
第
五
巻
「
群
書
摘
抄
」
に
当
該
箇
所
の
抜
書
が
あ
る
。
ま
た
、「
李
白
ガ
詩
ニ
、
相
思
如
烟
草
、
歴
乱
無

冬
春
ト
イ
ヘ
リ
。
相
思
草
ト
名
ル
ハ
コ
レ
ヨ
リ
出
ル
ニ
ヤ
。
又
偶
符
合
ス
ル
カ
。
李
ガ
詩
ハ
本
ヨ
リ
烟
ト
草
ト
ノ
事
也
」
と
続
け
て
記
し
て
い

る
。

（
十
四
）〈
秋
の
景
色
と
タ
バ
コ
〉

　

世
ば
な
れ
、
物
す
ご
き
、
み
山
の
お
く
に
も
、
す
め
ば
、
年
月
を
か
さ
ね
て
、
す
む
物
の
、
花
も
み
ぢ
う
つ
れ
ば
か
は
る
、
折
ふ
し
の
さ
び

し
さ
を
、
い
か
ゞ
は
せ
む
。
秋
の
ゆ
ふ
べ
、
霧
に
し
を
る
ゝ
、
槇
の
下
露
を
な
が
め
、
夜
ふ
か
く
、
松
の
み
の
、
ほ
ろ
〳
〵
と
落
る
を
、
ね
ら

れ
ぬ
み
ゝ
に
き
ゝ
ゐ
た
ら
ん
ほ
ど
なン
ど
の
つ
れ
〴
〵
は
、
〽
金
炉
烟エ

ン
ア
イ靄

の
す
こ
し
き
な
る
に
の
み
ぞ
、
な
ぐ
さ
め
て
ま
し
。
何
と
な
く
、
は
か

な
げ
に
を
よ
び
に
す
へ
て
、
め
ぐ
ら
し
ゐ
た
る
も
、
さ
び
し
げ
に
み
ゆ
。
あ
は
れ
、
源
氏
の
君
の
、
須
磨
の
御ン
う
つ
ろ
ひ
の
ほ
ど
、
御ン
つ
れ

〴
〵
な
り
し
世
に
も
、
か
ゝ
る
物
あ
り
て
ま
し
か
ば
と
覚
ゆ
。

【
語
釈
】

○
世
ば
な
れ
、
物
す
ご
き
、
み
山
の
お
く
―
俗
世
間
か
ら
離
れ
、
ひ
ど
く
物
寂
し
い
深
山
の
奥
。
○
す
め
ば
、
年
月
を
か
さ
ね
て
、
す
む
物
―

住
め
ば
都
の
諺
の
よ
う
に
、
慣
れ
れ
ば
長
く
住
む
こ
と
が
で
き
る
。
○
花
も
み
ぢ
う
つ
れ
ば
か
は
る
、
折
ふ
し
の
さ
び
し
さ
―
花
や
紅
葉
が
散

る
と
変
わ
る
折
々
の
寂
し
さ
。「
見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
三
六
三
・
藤
原
定

家
）。
○
霧
に
し
を
る
ゝ
、
槇
の
下
露
―
霧
に
濡
れ
し
お
れ
た
真
木
か
ら
滴
り
落
ち
る
露
。「
さ
び
し
さ
は
み
山
の
秋
の
朝
ぐ
も
り
霧
に
し
を
る

る
槇
の
下
露
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
九
二
・
後
鳥
羽
天
皇
）。
○
松
の
み
の
、
ほ
ろ
〳
〵
と
落
る
―
松
の
実
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
落
ち
る
。「
ほ

ろ
ほ
ろ
と
落
ち
乱
る
る
木
の
葉
の
露
の
散
り
か
か
る
も
い
と
冷
や
か
に
」（
源
氏
物
語
・
橋
姫
）。
○
〽
金
炉
烟
靄
―
金
の
香
炉
か
ら
出
る
靄
の
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よ
う
な
煙
。
高
価
な
煙
草
の
贅
沢
な
喫
み
か
た
。「
金
炉
烟
靄
微
、
銀
釭
残
影
灰
」（
長
孫
佐
輔
「
幽
思
」）。 

○
何
と
な
く
、
は
か
な
げ
に
を

よ
び
に
す
へ
て
、
め
ぐ
ら
し
ゐ
た
る
―
何
と
な
く
は
か
な
げ
に
タ
バ
コ
を
指
に
は
さ
ん
で
回
し
て
い
る
。
○
源
氏
の
君
の
、
須
磨
の
御
う
つ
ろ

ひ
―
源
氏
物
語
・
須
磨
巻
で
、
光
源
氏
が
都
を
離
れ
、
一
人
須
磨
の
地
で
流
離
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
。
○
御
つ
れ
〴
〵
な
り
し
世
―
手

持
ち
無
沙
汰
で
あ
っ
た
時
期
。「
須
磨
に
は
、
年
返
り
て
日
長
く
つ
れ
づ
れ
な
る
に
、
植
ゑ
し
若
木
の
桜
ほ
の
か
に
咲
き
初
め
て
、
空
の
け
し

き
う
ら
ら
か
な
る
に
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
思
し
出
で
ら
れ
て
、
う
ち
泣
き
た
ま
ふ
折
多
か
り
」（
源
氏
物
語
・
須
磨
）。
○
か
ゝ
る
物
あ
り
て
ま
し

か
ば
―
タ
バ
コ
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
。

（
十
五
）〈
煙
管
を
用
い
た
即
興
演
奏
〉

　

は
な
や
か
に
、
今
や
う
う
た
ひ
、
い
と
な
つ
か
し
う
ひ
き
す
ま
し
た
る
、
物
の
ね
に
、
き
ゝ
ゐ
る
人
も
、
お
の
づ
か
ら
時
ど
き
声
う
ち
そ

へ
、
か
た
は
し
つ
ゞ
し
り
う
た
ひ
つ
ゝ
け
う
じ
た
る
、
き
ゝ
し
ら
ぬ
あ
た
り
も
、
き
せ
る
し
て
、
し
ど
け
な
く
、
ひ
や
う
し
と
り
ゐ
た
る
。
さ

う
〴
〵
し
か
ら
ぬ
わ
ざ
な
り
や
。

【
語
釈
】

○
今
や
う
―
今
様
。
中
世
初
期
に
流
行
し
た
、
七
・
五
調
四
句
か
ら
な
る
歌
謡
。
○
い
と
な
つ
か
し
う
ひ
き
す
ま
し
た
る
、
物
の
ね
―
た
い
そ

う
心
惹
か
れ
る
よ
う
に
弾
い
て
い
る
楽
器
の
音
。
○
つ
ゞ
し
り
う
た
ひ
つ
ゝ
―
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
口
ず
さ
み
な
が
ら
。「
懐
な
り
け
る
笛
取
り

出
で
て
吹
き
鳴
ら
し
、「
蔭
も
よ
し
」
な
ど
つ
づ
し
り
歌
ふ
ほ
ど
に
」（
源
氏
物
語
・
帚
木
）。
○
き
ゝ
し
ら
ぬ
あ
た
り
も
―
曲
を
聴
い
た
こ
と

が
な
い
人
も
。
○
き
せ
る
し
て
、
し
ど
け
な
く
、
ひ
や
う
し
と
り
ゐ
た
る
―
煙
管
を
使
っ
て
不
調
法
に
拍
子
を
取
っ
て
い
る
。
○
さ
う
〴
〵
し

か
ら
ぬ
わ
ざ
―
物
足
り
な
く
な
い
合
奏
。
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（
十
六
）〈
後
朝
と
タ
バ
コ
〉

　

ふ
た
よ
三
夜
、
よ
が
れ
し
と
こ
の
、
う
ら
み
も
ち
り
も
、
ま
だ
つ
も
る
と
は
な
け
れ
ど
、
大
ぬ
さ
の
ひ
く
て
や
、
よ
そ
に
なン
ど
か
こ
ち
つ
づ

く
る
言
の
は
を
あ
は
れ
と
聞
つ
ゝ
つ
ゐ
の
よ
る
せ
を
、
か
た
ら
ひ
な
ぐ
さ
め
なン
ど
し
つ
ゝ
、
か
た
み
に
ぬ
ら
す
、
袖
の
う
ら
に
も
、
た
く
も
の

け
ふ
り
は
た
つ
る
と
な
ん
。
枕
よ
り
外
に
も
ら
さ
ぬ
、
む
つ
物
が
た
り
も
、
此
人
は
き
ゝ
あ
か
す
ら
ん
。
鐘
の
音
も
、
暁
ち
か
く
、
つ
げ
わ
た

せ
ど
、
つ
き
ぬ
契
り
は
、
猶
有
明
の
、
つ
れ
な
き
空
に
と
ゞ
め
お
き
て
、
立
別
む
と
す
る
程
、
妻
戸
、
お
し
あ
け
つ
ゝ
、
詠
め
い
だ
し
て
、
と

み
に
も
い
で
や
ら
ず
、
〽
あ
し
た
の
霜
の
と
、
打
ち
ずン
じ
、
衣キ

ヌ

う
ち
は
を
り
、
ひ
も
さ
し
なン
ど
す
る
程
、
女
も
な
ほ
あ
か
ぬ
さ
ま
に
て
、
海
士

の
も
し
ほ
火
、
ま
た
た
き
そ
め
、
を
よ
び
し
て
、
け
し
き
ば
か
り
、
か
い
の
ご
ひ
、
こ
ゝ
ろ
あ
り
げ
に
、
さ
し
よ
せ
た
る
、
に
く
か
ら
で
、
と

り
つ
ゝ
、
吹
い
づ
る
け
ふ
り
に
、
入リ
か
た
の
月
か
げ
、
さ
と
く
も
り
た
る
は
、
い
ひ
し
ら
ず
、
哀レ

に
え
ん
な
る
、
明ケ
が
た
の
け
し
き
な
り
し
と

か
や
。
又
人
め
を
つ
ゝ
み
、
色
に
も
い
で
ゞ
、
わ
り
な
き
恋
を
す
る
が
な
る
ふ
じ
の
煙
の
、
く
ゆ
り
わ
び
、
空
に
き
え
な
む
、
思
ひ
の
程
を

も
、
か
ゝ
る
た
よ
り
に
、
人
づ
て
な
ら
で
、
さ
な
が
ら
、
ほ
の
め
か
し
出
る
わ
ざ
も
、
あ
り
と
か
や
。

【
語
釈
】

○
ふ
た
よ
三
夜
、
よ
が
れ
し
と
こ
の
、
う
ら
み
も
ち
り
も
、
ま
だ
つ
も
る
と
は
な
け
れ
ど
―
二
晩
三
晩
男
の
通
い
婚
が
途
絶
え
た
床
の
恨
み
も

塵
も
、
ま
だ
積
も
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
。「
ひ
と
夜
と
て
夜
離
れ
し
床
の
さ
む
し
ろ
に
や
が
て
も
塵
の
つ
も
り
ぬ
る
か
な
」（
千

載
集
・
恋
四
・
八
八
〇
・
讃
岐
）。
○
大
ぬ
さ
の
ひ
く
て
や
、
よ
そ
に
―
大
祓
の
大
幣
の
よ
う
に
引
く
手
は
ほ
か
の
人
な
の
か
。「
大
幣
の
引
く

手
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
思
へ
ど
え
こ
そ
頼
ま
ざ
り
け
れ
」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
〇
六
・
読
人
不
知
）。
○
か
こ
ち
つ
づ
く
る
言
の
は
―
恨
み

言
を
言
い
続
け
る
和
歌
。
○
つ
ゐ
の
よ
る
せ
―
最
後
に
寄
り
つ
く
瀬
。「
大
幣
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
流
れ
て
も
つ
ひ
に
寄
る
瀬
は
あ
り
と
い
ふ

も
の
を
」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
〇
七
・
在
原
業
平
）。
○
か
た
み
に
ぬ
ら
す
、
袖
の
う
ら
―
お
互
い
に
涙
を
流
し
て
濡
ら
す
袖
の
裏
地
。「
う

ら
」
は
「
浦
」
を
掛
け
て
「
末
の
松
山
」
の
縁
語
。「
契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山
波
越
さ
じ
と
は
」（
後
拾
遺
集
・
恋
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四
・
七
七
〇
・
清
原
元
輔
、
百
人
一
首
）。
○
た
く
も
の
け
ふ
り
―
藻
塩
を
焼
く
煙
。「
五
月
雨
は
た
く
藻
の
け
ぶ
り
う
ち
し
め
り
潮
た
れ
ま
さ

る
須
磨
の
浦
人
」（
千
載
集
・
夏
・
一
八
三
・
藤
原
俊
成
）。
○
枕
よ
り
外
に
も
ら
さ
ぬ
、
む
つ
物
が
た
り
―
枕
以
外
に
は
外
に
洩
ら
す
こ
と
の

な
い
寝
物
語
。「
枕
よ
り
ま
た
知
る
人
も
な
き
恋
を
涙
せ
き
あ
へ
ず
も
ら
し
つ
る
か
な
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
七
〇
・
平
貞
文
）。
○
鐘
の
音

も
、
暁
ち
か
く
、
つ
げ
わ
た
せ
ど
―
明
け
六
つ
の
鐘
が
夜
明
け
を
知
ら
せ
る
け
れ
ど
も
。
○
つ
き
ぬ
契
り
―
名
残
の
尽
き
な
い
約
束
。
○
有
明

の
、
つ
れ
な
き
空
―
有
明
の
月
が
平
気
で
掛
か
っ
て
い
る
空
。「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
う
き
も
の
は
な
し
」（
古
今

集
・
恋
三
・
六
二
五
・
壬
生
忠
岑
、
百
人
一
首
）。
○
〽
あ
し
た
の
霜
の
と
、
打
ち
ず
じ
―
朝
の
露
が
置
く
よ
う
に
、
起
き
て
出
て
行
く
の
な

ら
、
と
朗
詠
し
。「
君
に
今
朝
あ
し
た
の
霜
の
お
き
て
い
な
ば
恋
し
き
こ
と
に
消
え
や
わ
た
ら
む
」（
古
今
集
仮
名
序
）。
○
海
士
の
も
し
ほ

火
、
ま
た
た
き
そ
め
―
海
士
が
藻
塩
を
焼
く
火
を
焚
き
始
め
て
。「
な
び
か
じ
な
海
士
の
藻
塩
火
焚
き
初
め
て
煙
は
空
に
く
ゆ
り
わ
ぶ
と
も
」

（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
〇
八
二
・
藤
原
定
家
）。
○
を
よ
び
し
て
、
け
し
き
ば
か
り
、
か
い
の
ご
ひ
―
指
で
ほ
ん
の
少
し
だ
け
拭
き
取
り
。

○
入
か
た
の
月
か
げ
、
さ
と
く
も
り
た
る
は
―
西
に
沈
む
月
の
光
が
タ
バ
コ
の
煙
で
さ
っ
と
曇
っ
て
い
る
の
は
。「
床
の
上
に
、
夜
深
き
空
も

見
ゆ
。
入
り
方
の
月
影
す
ご
く
見
ゆ
る
に
「
た
だ
是
れ
西
に
行
く
な
り
」
と
、 

独
り
ご
ち
た
ま
ひ
て
」（
源
氏
物
語
・
須
磨
）。
○
人
め
を
つ
ゝ

み
―
人
目
を
避
け
て
。「
人
目
を
ば
包
む
と
思
ふ
に
堰
き
か
ね
て
袖
に
あ
ま
る
は
涙
な
り
け
り
」（
千
載
集
・
恋
一
・
六
九
七
・
藤
原
宗
家
）。

○
色
に
も
い
で
ゞ
―
心
の
内
を
表
に
出
す
こ
と
も
な
く
。「
忍
ぶ
れ
ど
い
ろ
に
出
で
に
け
り
わ
が
恋
は
物
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
」（
拾
遺

集
・
恋
一
・
六
二
二
・
平
兼
盛
、
百
人
一
首
）。
○
わ
り
な
き
恋
を
す
る
が
な
る
ふ
じ
の
煙
―
道
理
に
合
わ
な
い
恋
を
す
る
に
、
駿
河
に
あ
る

富
士
山
の
煙
を
掛
け
る
。「
心
を
ぞ
わ
り
な
き
も
の
と
思
ひ
ぬ
る
見
る
も
の
か
ら
や
恋
し
か
る
べ
き
」（
古
今
集
・
恋
四
・
六
八
五
・
清
原
深
養

父
）、「
人
知
れ
ぬ
思
ひ
を
つ
ね
に
す
る
が
な
る
富
士
の
山
こ
そ
わ
が
身
な
り
け
れ
」（
古
今
集
・
恋
一
・
五
三
四
・
読
人
不
知
）。
○
煙
の
、
く

ゆ
り
わ
び
―
煙
が
く
す
ぶ
り
、
燃
え
か
ね
て
。「
な
び
か
じ
な
海
士
の
藻
塩
火
焚
き
初
め
て
煙
は
空
に
く
ゆ
り
わ
ぶ
と
も
」（
新
古
今
集
・
恋

二
・
一
〇
八
二
・
藤
原
定
家
）。
○
空
に
き
え
な
む
、
思
ひ
の
程
―
空
に
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
思
い
。「
風
に
な
び
く
富
士
の
煙
の
空
に
消
え
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て
行
方
も
知
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な
」（
新
古
今
・
雑
・
一
六
一
五
・
西
行
）。
○
人
づ
て
な
ら
で
―
他
人
を
介
し
て
で
は
な
く
、
直
接
に
。「
今

は
た
だ
思
ひ
絶
え
な
む
と
ば
か
り
を
人
づ
て
な
ら
で
言
ふ
よ
し
も
が
な
」（
後
拾
遺
集
・
恋
・
七
五
〇
・
藤
原
道
雅
、
百
人
一
首
）。

（
十
七
）〈
女
性
の
喫
煙
、
赤
子
と
タ
バ
コ
〉

　

女
は
大
か
た
、
す
か
ざ
ら
ん
が
、
ま
さ
り
て
ぞ
み
ゆ
る
。
な
よ
び
よ
し
め
く
か
た
に
は
、
た
よ
り
と
も
な
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
さ
る
か
ら
い

と
ゞ
、
お
も
に
く
き
か
た
も
そ
ふ
か
し
。
さ
れ
ど
、
今
は
お
し
な
へ
て
の
事
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
も
ち
ひ
ざ
る
は
、
中
々
さ
う
〴
〵
し
。

　

二ツ
三ツ
ば
か
り
な
る
ち
ご
の
、
み
な
ら
ひ
て
、
ち
い
さ
き
手
、
さ
し
の
べ
、
ま
さ
ぐ
り
つ
ゝ
、
口
に
さ
し
い
れ
た
る
、
あ
や
う
し
と
て
、
と
ら

ん
と
す
る
を
、
む
つ
か
り
す
ま
ひ
た
る
、
い
と
う
つ
く
し
。

【
語
釈
】

○
す
か
ざ
ら
ん
が
、
ま
さ
り
て
ぞ
み
ゆ
る
―
タ
バ
コ
が
好
き
で
な
い
ほ
う
が
よ
く
見
え
る
。
○
な
よ
び
よ
し
め
く
か
た
に
は
、
た
よ
り
と
も
な

り
ぬ
べ
け
れ
ど
―
し
な
や
か
に
風
流
に
ふ
る
ま
う
た
め
に
は
、
よ
り
所
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
。「
あ
ま
り
い
た
く
な
よ
び
よ
し
め

く
程
に
、
重
き
か
た
お
く
れ
て
、
す
こ
し
軽
び
た
る
お
ぼ
え
や
進
み
に
た
ら
む
」（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
）。
○
さ
る
か
ら
い
と
ゞ
、
お
も
に
く

き
か
た
も
そ
ふ
―
そ
れ
ゆ
え
に
い
っ
そ
う
顔
を
見
る
だ
け
で
憎
ら
し
い
面
も
加
わ
る
。「
な
ど
か
必
ず
し
も
お
も
に
く
く
引
き
入
り
た
ら
む
が

賢
か
ら
む
」（
紫
式
部
日
記
）。
○
お
し
な
へ
て
の
事
―
あ
り
き
た
り
の
こ
と
。
○
も
ち
ひ
ざ
る
は
、
中
々
さ
う
〴
〵
し
―
タ
バ
コ
を
扱
わ
な
い

の
は
か
え
っ
て
興
ざ
め
で
あ
る
。
○
ち
い
さ
き
手
、
さ
し
の
べ
、
ま
さ
ぐ
り
つ
ゝ
―
小
さ
い
手
を
差
し
伸
ば
し
て
も
て
あ
そ
び
な
が
ら
。
○
口

に
さ
し
い
れ
た
る
―
タ
バ
コ
を
口
に
差
し
込
ん
だ
。
○
あ
や
う
し
と
て
、
と
ら
ん
と
す
る
を
―
タ
バ
コ
は
危
険
だ
と
い
っ
て
取
り
あ
げ
よ
う
と

す
る
の
を
。
○
む
つ
か
り
す
ま
ひ
た
る
、
い
と
う
つ
く
し
―
嫌
が
っ
て
抵
抗
し
て
い
る
様
子
は
と
て
も
か
わ
い
い
。
こ
の
段
落
は
『
枕
草
子
』

「
う
つ
く
し
き
も
の
」
を
下
敷
き
に
模
倣
す
る
か
。
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（
十
八
）〈
タ
バ
コ
の
煙
の
雅
や
か
な
見
立
て
、
タ
バ
コ
の
煙
の
秘
技
、
タ
バ
コ
の
害
〉

　

鼻
よ
り
ふ
と
け
ふ
り
の
た
ち
い
で
た
る
を
、
炭
が
ま
の
や
う
に
覚
え
し
と
い
ひ
し
、
さ
は
其
人
の
か
ほ
や
、
雪
の
や
う
に
あ
り
け
む
と
、
い

と
ゆ
か
し
。

　

わ
に
せ
む
と
て
、
人
の
吹
い
で
た
る
煙
の
、
お
か
し
く
ま
ど
か
に
て
、
い
く
つ
も
、
つ
ら
な
り
あ
が
る
を
見
て
、
我レ
も
な
じ
か
は
あ
や
ま
た

む
。
い
と
よ
う
し
て
む
。
見
給
へ
なン
ど
、
あ
ら
が
ひ
つ
ゝ
、
吹
い
だ
し
た
る
に
、
あ
や
し
う
み
だ
れ
ぬ
る
、
心
う
が
り
て
、
此
た
び
は
、
い
か

で
と
、
い
た
う
口
つ
き
つ
く
ろ
ひ
、
心
し
た
る
が
、
又
吹
そ
こ
な
ひ
た
る
、
い
と
む
と
く
也
。
こ
れ
を
や
、
け
ふ
り
く
ら
べ
と
、
い
ふ
べ
か
ら

ん
。
わ
が
け
ふ
り
に
、
人
の
む
せ
び
て
、
か
ほ
あ
か
め
、
し
は
ぶ
き
し
き
り
に
し
た
る
、
い
と
心
ぐ
る
し
。

　

す
て
た
る
に
、
な
ほ
立
の
ぼ
る
煙
は
、
み
な
人
の
、
い
と
ふ
わ
ざ
な
り
。
や
に
と
か
い
ふ
物
の
、
口
に
い
り
き
て
、
ひ
た
い
に
し
は
よ
せ
た

る
も
お
か
し
。
ゑ
ひ
て
、
か
し
ら
い
た
く
し
た
る
も
、
又
お
か
し
。

【
語
釈
】

○
炭
が
ま
―
木
を
焼
い
て
木
炭
を
つ
く
る
の
に
使
う
釜
。「
さ
び
し
さ
は
冬
こ
そ
ま
さ
れ
大
原
や
焼
く
炭
竈
の
煙
の
み
し
て
」（
堀
河
百
首
・
一

〇
八
二
・
藤
原
顕
忠
）。
○
雪
の
や
う
に
あ
り
け
む
―
顔
の
白
さ
は
雪
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。「
日
数
経
る
雪
げ
に
ま
さ
る
炭
竈
の
煙
も
さ

む
し
大
原
の
里
」（
新
古
今
集
・
冬
・
六
九
〇
・
式
子
内
親
王
）。
○
わ
に
せ
む
と
て
―
タ
バ
コ
の
煙
で
輪
を
作
ろ
う
と
し
て
。
○
我
も
な
じ
か

は
あ
や
ま
た
む
―
私
も
ど
う
し
て
失
敗
す
る
も
の
か
。
○
此
た
び
は
、
い
か
で
―
今
回
は
何
と
か
輪
を
作
り
た
い
。
○
い
と
む
と
く
也
―
た
い

そ
う
み
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
だ
。
○
け
ふ
り
く
ら
べ
―
タ
バ
コ
の
煙
で
造
形
を
比
べ
あ
う
こ
と
。
も
と
は
「
立
ち
添
ひ
て
消
え
や
し
な
ま
し
憂
き

こ
と
を
思
ひ
乱
る
る
煙
く
ら
べ
に
」（
源
氏
物
語
・
柏
木
）
に
よ
り
、
思
い
の
深
さ
を
比
べ
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
れ
を
タ
バ
コ
の
煙
の
比
較

に
見
立
て
た
諧
謔
。
○
わ
が
け
ふ
り
―
火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
の
先
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
。
副
流
煙
。
○
む
せ
び
て
、
か
ほ
あ
か
め
、
し
は
ぶ
き
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し
き
り
に
し
た
る
―
息
を
詰
ま
ら
せ
、
顔
を
赤
く
し
て
し
き
り
に
咳
き
込
ん
で
い
る
。
○
す
て
た
る
に
、
な
ほ
立
の
ぼ
る
煙
―
捨
て
ら
れ
た
吸

い
殻
か
ら
立
ち
上
る
煙
。
○
や
に
―
タ
バ
コ
の
燃
焼
に
よ
っ
て
生
じ
る
褐
色
の
粘
液
。
○
ひ
た
い
に
し
は
よ
せ
た
る
―
苦
さ
の
た
め
に
苦
悶
す

る
表
情
。
○
ゑ
ひ
て
、
か
し
ら
い
た
く
し
た
る
―
飲
酒
の
時
に
喫
煙
を
し
て
頭
痛
に
な
る
。

（
十
九
）〈
北
野
天
満
宮
参
詣
の
折
の
出
来
事
〉

　

思
ふ
ど
ち
二フ

タ

人リ

三ミ
タ

人リ

、
る
い
し
て
、
北
野
へ
ま
う
で
た
る
に
、
い
つ
も
、
人
多
く
ま
い
り
た
る
、
ま
し
て
廿
五
日
なン
ど
は
、
お
ま
へ
わ
た

り
、
と
こ
ろ
せ
く
立
こ
み
て
、
ち
か
づ
く
べ
く
も
あ
ら
ぬ
に
、
か
ら
う
じ
て
、
御ミ

は
し
を
の
ぼ
り
、
か
う
ら
ん
の
ほ
と
り
、
か
た
は
ら
よ
り
、

お
が
み
奉
る
。
こ
ゝ
ら
の
人
、
お
の
が
さ
ま
〴
〵
、
何
事
を
い
の
る
ら
む
。
い
と
久
し
く
ふ
し
お
が
み
、
ぬ
か
づ
き
ゐ
る
も
有リ
。
か
れ
ば
み
た

る
声
し
て
、
な
に
が
し
そ
く
さ
い
の
た
め
なン
ど
、
け
い
す
る
も
ほ
の
聞
ゆ
。
こ
と
〴
〵
し
き
、
か
し
は
手
の
ひ
ゞ
き
に
は
、
あ
ら
人
が
み
の
か

し
こ
き
御ン
耳
を
、
お
ど
ろ
か
し
奉
る
ら
ん
と
、
い
と
た
の
も
し
。
手
さ
し
の
べ
、
十
二
と
う
の
心
ざ
し
と
て
、
奉
り
た
る
、
敬ケ

イ

白ビ
ヤ
クの

か
た
、
う

ち
な
ら
す
も
、
い
と
な
く
聞
ゆ
。
お
く
の
か
た
を
見
い
れ
た
れ
ば
、
御ミ

札フ
ダ

巻ク
ワ
ン

数ジ
ユ

なン
ど
、
宮ク

僧ソ
ウ

ば
ら
の
、
と
り
い
で
ゝ
さ
づ
く
る
、
い
た
ゞ
き

て
、
ま
かン
づ
る
も
あ
り
。
す
こ
し
こ
な
た
ざ
ま
に
は
、
う
ち
さ
う
ぞ
き
て
、
は
ら
ひ
も
な
に
と
、
し
の
び
や
か
に
よ
み
ゐ
た
る
、
法
師
は
、
だ

ら
に
なン
ど
ゆ
る
ら
か
に
、
ね
ん
ず
る
も
た
う
と
し
。
み
あ
ら
か
の
う
し
ろ
の
か
た
よ
り
、
い
そ
が
は
し
げ
に
、
め
ぐ
り
き
て
、
み
は
し
の
も
と

に
て
、
か
た
ば
か
り
お
が
み
つ
ゝ
、
又
は
し
り
ゆ
く
は
、
も
ゝ
た
び
ま
う
で
と
か
や
。
さ
る
は
手
に
数カ

ズ

さ
し
ゆ
く
も
中
に
み
ゆ
。
南
の
御ミ

門カ
ド

を

い
で
ゝ
、
あ
そ
こ
こ
ゝ
、
物
み
あ
り
き
、
下シ

モ

ざ
ま
へ
ゆ
く
に
、
寺
ど
も
お
ほ
く
な
ら
び
た
て
る
ま
へ
を
過
る
に
、
か
た
は
ら
よ
り
、
や
せ
さ
ら

ぼ
ひ
て
、
い
み
じ
き
さ
ま
し
た
る
、
か乞

児
た
ゐ
の
、
つ
と
よ
り
き
て
、
あ
が
君
〳
〵
、
た
ば
こ
す
こ
し
と
い
ひ
た
る
ぞ
、
い
と
こ
ち
た
き
。
い
ひ

を
だ
に
思
ふ
さ
ま
に
は
く
は
ざン
め
る
も
の
ゝ
、
こ
れ
を
し
か
、
あ
な
が
ち
に
こ
ふ
こ
と
ぞ
、
よ
に
あ
や
し
き
。
か
へ
り
も
み
で
、
ゆ
く
に
、
猶

け
し
き
と
り
つ
ゝ
、
か
ゝ
づ
ら
ひ
く
る
を
、
う
し
ろ
よ
り
、
ずン
ざ
の
せ
い
す
る
、
聞
も
い
れ
ず
。
す
こ
し
え
さ
せ
た
る
に
、
に
な
う
よ
ろ
こ
ぼ
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ひ
て
、
い
ぬ
る
ぞ
、
い
と
あ
は
れ
な
る
や
。

【
語
釈
】

○
北
野
―
北
野
天
満
宮
。
菅
原
道
真
を
天
神
と
し
て
祀
る
。
○
廿
五
日
―
道
真
の
誕
生
日
（
六
月
二
十
五
日
）
と
命
日
（
二
月
二
十
五
日
）
に

因
ん
で
、
毎
月
二
十
五
日
を
式
日
と
す
る
。
○
お
ま
へ
わ
た
り
、
と
こ
ろ
せ
く
立
こ
み
て
―
境
内
の
あ
た
り
は
大
勢
の
人
が
押
し
寄
せ
て
混
雑

し
て
。
○
か
ら
う
じ
て
、
御
は
し
を
の
ぼ
り
―
や
っ
と
の
こ
と
で
橋
を
登
り
。
○
か
う
ら
ん
の
ほ
と
り
、
か
た
は
ら
よ
り
、
お
が
み
奉
る
―
高

欄
の
あ
た
り
で
傍
ら
か
ら
拝
礼
申
し
上
げ
る
。
○
ぬ
か
づ
き
ゐ
る
も
有
―
額
を
土
に
擦
り
付
け
て
祈
る
者
も
い
る
。
○
こ
と
〴
〵
し
き
、
か
し

は
手
の
ひ
ゞ
き
―
大
げ
さ
な
柏
手
の
響
き
。
○
あ
ら
人
が
み
―
今
上
天
皇
。
○
十
二
と
う
の
心
ざ
し
―
十
二
文
の
賽
銭
。
○
敬
白
の
か
た
、
う

ち
な
ら
す
―
経
文
の
一
部
だ
け
を
読
み
、
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
。「
啓
白
の
鐘
」
と
も
い
う
。
○
御
札
―
仏
の
加
護
を
願
う
護
符
。
○
巻
数
―
僧

が
願
主
の
依
頼
に
応
じ
て
読
誦
し
た
経
文
や
陀
羅
尼
の
題
名
や
度
数
を
記
し
た
も
の
。
○
宮
僧
ば
ら
―
北
野
天
満
宮
の
神
宮
寺
の
僧
侶
た
ち
。

○
う
ち
さ
う
ぞ
き
て
―
き
ち
ん
と
し
た
装
束
を
着
て
。
○
だ
ら
に
―
陀
羅
尼
。
○
み
あ
ら
か
―
御
殿
。
○
み
は
し
―
階
段
。
○
も
ゝ
た
び
ま
う

で
―
神
仏
に
祈
願
す
る
た
め
に
同
一
の
社
寺
に
百
度
参
拝
す
る
こ
と
。
○
寺
ど
も
お
ほ
く
な
ら
び
た
て
る
ま
へ
―
東
向
観
音
寺
な
ど
が
多
く
軒

を
連
ね
て
い
る
。
○
や
せ
さ
ら
ぼ
ひ
て
、
い
み
じ
き
さ
ま
し
た
る
、
か
た
ゐ
―
痩
せ
て
み
す
ぼ
ら
し
く
、
ひ
ど
い
格
好
を
し
た
乞
食
。
○
あ
が

君
―
あ
な
た
様
。
物
乞
い
の
言
葉
。
○
い
ひ
を
だ
に
思
ふ
さ
ま
に
は
く
は
ざ
め
る
も
の
ゝ
、
こ
れ
を
し
か
、
あ
な
が
ち
に
こ
ふ
こ
と
ぞ
、
よ
に

あ
や
し
き
―
米
さ
え
思
う
よ
う
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
者
が
、
タ
バ
コ
を
そ
の
よ
う
に
執
拗
に
欲
し
が
る
こ
と
は
本
当
に
不
思
議

で
あ
る
。
○
け
し
き
と
り
つ
ゝ
、
か
ゝ
づ
ら
ひ
く
る
―
こ
ち
ら
の
機
嫌
を
う
か
が
い
な
が
ら
付
き
ま
と
っ
て
来
る
。
○
ず
ざ
の
せ
い
す
る
、
聞

も
い
れ
ず
―
従
者
が
制
止
す
る
の
も
聞
き
入
れ
ず
。
○
に
な
う
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
、
い
ぬ
る
ぞ
、
い
と
あ
は
れ
な
る
や
―
こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い

喜
ん
で
去
っ
て
い
っ
た
の
は
た
い
そ
う
感
慨
深
い
こ
と
だ
。
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（
二
十
）〈
折
々
の
風
情
と
タ
バ
コ
〉

　

月
の
前
、
花
の
も
と
は
、
さ
ら
に
も
い
は
ず
。
す
べ
て
折
々
の
け
う
あ
る
ふ
ぜ
い
、
め
づ
ら
し
き
浦
山
の
、
け
し
き
え
な
ら
ぬ
なン
ど
を
、
み

る
に
も
、
思
ひ
い
で
て
、
と
り
あ
へ
ず
、
折
か
ら
の
お
か
し
き
を
も
、
そ
ふ
る
物
に
こ
そ
。

【
語
釈
】

○
月
の
前
、
花
の
も
と
―
月
の
光
が
射
す
と
こ
ろ
や
花
の
咲
い
て
い
る
木
の
下
。
○
す
べ
て
折
々
の
け
う
あ
る
ふ
ぜ
い
―
総
じ
て
四
季
折
々
の

情
趣
あ
る
趣
。
○
浦
山
の
、
け
し
き
え
な
ら
ぬ
な
ど
を
、
み
る
に
も
―
海
辺
の
山
の
並
一
通
り
で
は
な
い
景
勝
な
ど
を
見
る
に
つ
け
て
も
。
○

思
ひ
い
で
て
、
と
り
あ
へ
ず
―
タ
バ
コ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
ず
。
○
折
か
ら
の
お
か
し
き
を
も
、
そ
ふ
る
物
に
こ
そ

―
そ
の
折
に
あ
っ
た
情
趣
を
添
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
十
一
）〈
樵
夫
の
タ
バ
コ
休
憩
、
タ
バ
コ
の
色
々
〉

　

あ
や
し
の
山
が
つ
ど
も
の
、
つ
ま
木
お
ひ
た
る
が
、
あ
ま
た
か
い
つ
ら
ね
て
、
家
路
を
い
そ
ぐ
。
そ
は
づ
た
ひ
、
か
た
な
り
な
る
わ
ら
は
べ

なン
ど
も
、
程
に
つ
け
つ
ゝ
、
に
な
ひ
つ
ゞ
け
た
る
ぞ
お
か
し
き
。
す
こ
し
た
ひ
ら
な
る
所
に
て
、
木
ど
も
、
し
ば
し
杖
に
あ
づ
け
お
き
、
ま
ろ

か
れ
あ
ひ
て
、
打
や
す
み
た
る
、
て天

気け
の
事
なン
ど
い
ひ
つ
ゝ
、
例
の
け
ふ
り
は
、
お
の
が
じ
ゝ
た
つ
め
れ
ど
、
か
う
や
う
の
も
の
ゝ
は
、
に
ほ

ひ
なン
ど
も
、
中
々
う
る
さ
け
れ
ば
、
か
ゝ
ず
。
た
か
き
い
や
し
き
、
ほ
ど
〳
〵
に
つ
け
つ
ゝ
、
も
ち
ゐ
る
き
ざ
み
〳
〵
有
て
、
国
々
と
こ
ろ

〴
〵
に
、
な
だ
ゝ
る
た
ぐ
ひ
お
ほ
く
、
お
の
づ
か
ら
そ
の
品
か
は
り
、
は
た
匂
ひ
よ
り
は
じ
め
て
、
色
こ
と
に
、
あ
ぢ
は
ひ
同
じ
物
な
ら
ず
。

よ
き
は
よ
く
、
あ
し
き
は
あ
し
く
て
、
い
と
よ
う
け
ぢ
め
分
る
ゝ
も
の
な
り
。

【
語
釈
】

○
あ
や
し
の
山
が
つ
ど
も
―
下
賤
な
樵
夫
。「
あ
や
し
の
し
づ
山
が
つ
の
し
わ
ざ
も
、
言
ひ
出
で
つ
れ
ば
お
も
し
ろ
く
」（
徒
然
草
・
十
四
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段
）。
○
つ
ま
木
―
薪
に
す
る
た
め
の
小
枝
。
○
か
た
な
り
な
る
わ
ら
は
べ
―
ま
だ
幼
い
子
ど
も
。
○
ま
ろ
か
れ
あ
ひ
て
、
打
や
す
み
た
る
―

丸
く
な
っ
て
休
ん
で
い
る
。
○
て
け
の
事
―
天
気
の
こ
と
。「
て
け
の
こ
と
、
楫
取
り
の
心
に
任
せ
つ
」（
土
佐
日
記
・
一
月
九
日
）。
○
か
う

や
う
の
も
の
ゝ
は
、
に
ほ
ひ
な
ど
も
、
中
々
う
る
さ
け
れ
ば
、
か
ゝ
ず
―
こ
の
よ
う
な
下
賤
な
者
が
喫
む
タ
バ
コ
は
、
匂
い
な
ど
も
か
え
っ
て

煩
わ
し
い
の
で
書
か
な
い
。
○
た
か
き
い
や
し
き
、
ほ
ど
〳
〵
に
つ
け
つ
ゝ
―
身
分
の
高
い
者
も
低
い
者
も
そ
の
身
分
に
応
じ
て
。
○
も
ち
ゐ

る
き
ざ
み
〳
〵
有
て
―
用
い
る
刻
み
タ
バ
コ
に
は
区
別
が
あ
っ
て
。「
き
ざ
み
」
は
刻
み
タ
バ
コ
と
身
分
の
掛
詞
。
○
な
だ
ゝ
る
た
ぐ
ひ
―
評

判
の
高
い
品
物
。
○
い
と
よ
う
け
ぢ
め
分
る
ゝ
も
の
な
り
―
本
当
に
違
い
が
分
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
十
二
）〈
タ
バ
コ
屋
の
看
板
〉

　

旅
人
の
行
か
ふ
道
なン
ど
に
は
、
所
々
に
、
き
ざ
み
た
ば
こ
なン
ど
ゝ
、
い
と
大オ

ホ

き
に
、
あ
し
で
の
か
き
そ
こ
な
は
れ
た
る
や
う
に
、
し
や
う
じ

なン
ど
に
か
き
、
あ
る
は
、
物
の
ゑ
や
う
なン
ど
、
お
か
し
げ
に
、
あ
や
し
う
か
き
な
し
た
る
を
、
見
つ
ゝ
行ク
は
、
め
さ
む
る
心
ち
す
。

【
語
釈
】

○
き
ざ
み
た
ば
こ
―
葉
タ
バ
コ
を
細
か
く
刻
ん
で
、
キ
セ
ル
に
詰
め
て
喫
む
も
の
。
○
あ
し
で
―
字
を
絵
画
風
に
く
ず
し
た
仮
名
書
体
。
○
し

や
う
じ
―
障
子
。
○
物
の
ゑ
や
う
な
ど
、
お
か
し
げ
に
―
細
工
物
の
絵
図
面
な
ど
趣
深
げ
に
。
○
あ
や
し
う
か
き
な
し
た
る
―
こ
と
さ
ら
に
み

ず
ぼ
ら
し
く
描
い
て
あ
る
。
○
め
さ
む
る
心
ち
す
―
目
が
さ
め
る
よ
う
な
新
鮮
な
気
持
ち
が
す
る
。「
し
ば
し
旅
だ
ち
た
る
こ
そ
め
さ
む
る
心

地
す
れ
」（
徒
然
草
・
十
五
段
）。

（
二
十
三
）〈
農
夫
や
大
工
等
の
喫
煙
〉

　

春
の
末
つ
か
た
、
野
べ
に
打
い
で
ゝ
、
田
の
も
を
見
し
か
ば
、
し
づ
の
お
が
た
が
へ
し
や
す
み
て
、
道
の
べ
に
、
し
り
さ
し
す
へ
、
こ
し
よ
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り
き
せ
る
と
う
で
、
あ
つ
ご
え
た
る
た
ば
こ
い
れ
よ
り
、
ひ
ね
り
い
だ
し
、
こ
ち
〳
〵
し
う
、
お
し
つ
ぎ
て
、
く
ゝ
み
つ
ゝ
、
か
し
ら
か
た
ふ

け
て
、
火
う
ち
ひ
ら
め
か
し
、
口
つ
き
お
か
し
げ
に
、
の
み
ゐ
た
る
。
は
て
は
、
火
け
た
じ
と
て
、
手
の
う
ち
に
た
ゝ
き
あ
け
て
、
あ
つ
け
れ

ば
、
ま
ろ
ば
し
な
が
ら
、
又
か
い
つ
ぎ
た
る
こ
そ
、
い
そ
が
は
し
く
見
え
し
。
又
木
の
道
の
た
く
み
、
さ
ら
ぬ
よ
ろ
づ
の
な
り
は
ひ
に
も
、
身

を
つ
と
め
こ
う
じ
に
た
る
、
し
ば
し
や
す
ま
む
と
て
は
、
か
の
一
服
を
、
し
た
ま
ち
つ
ゝ
、
こ
ゝ
も
と
、
し
は
て
ゝ
なン
ど
、
た
の
し
み
は
げ
む

め
り
。
大
か
た
、
朝
夕
の
さ
へ
た
え
〳
〵
な
る
屋
に
も
、
猶
此
け
ふ
り
は
た
つ
る
ぞ
か
し
。

【
語
釈
】

○
し
づ
の
お
が
た
が
へ
し
や
す
み
て
―
農
夫
が
田
を
耕
す
の
を
休
ん
で
。
○
あ
つ
ご
え
た
る
た
ば
こ
い
れ
よ
り
、
ひ
ね
り
い
だ
し
―
厚
ぼ
っ
た

い
タ
バ
コ
入
れ
か
ら
刻
み
タ
バ
コ
を
つ
ま
ん
で
出
し
。
○
こ
ち
〳
〵
し
う
、
お
し
つ
ぎ
て
、
く
ゝ
み
つ
ゝ
―
仰
々
し
く
刻
み
タ
バ
コ
を
補
填
し

て
口
に
含
み
な
が
ら
。
○
ま
ろ
ば
し
な
が
ら
―
燃
え
か
す
を
転
が
し
な
が
ら
。
○
木
の
道
の
た
く
み
―
大
工
。
○
身
を
つ
と
め
こ
う
じ
に
た
る

―
仕
事
に
従
事
し
、
疲
れ
て
い
る
。
○
朝
夕
の
さ
へ
た
え
〳
〵
な
る
屋
―
朝
夕
の
食
事
も
食
う
や
食
わ
ず
の
家
。
○
此
け
ふ
り
は
た
つ
る
ぞ
か

し
―
タ
バ
コ
の
煙
は
立
っ
て
い
る
よ
。「
高
き
屋
に
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
民
の
か
ま
ど
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（
新
古
今
集
・
賀
・
七
〇
七
・

仁
徳
天
皇
）。

（
二
十
四
）〈
外
出
時
の
喫
煙
の
作
法
〉

　

い
づ
く
に
も
あ
れ
、
出
た
る
に
、
わ
す
れ
て
、
も
て
こ
ざ
り
し
、
く
ち
を
し
さ
よ
。
又
粉
の
や
う
に
成
た
る
に
も
、
す
べ
て
、
人
に
も
と
む

れ
ば
、
ひ
げ
し
つ
ゝ
、
あ
た
へ
た
る
、
き
せ
る
か
り
なン
ど
、
す
べ
て
、
な
め
げ
な
る
こ
と
、
人
に
物
こ
ふ
こ
と
なン
ど
は
、
大
か
た
つ
ゝ
ま
し
く

て
、
せ
ぬ
わ
ざ
な
る
を
、
是レ
の
み
何
と
も
お
も
は
ず
、
な
ら
ひ
に
な
り
ぬ
る
も
、
い
か
な
る
に
か
。
き
え
ぬ
る
、
す
て
む
と
て
、
さ
し
よ
せ
た

る
に
、
人
も
お
な
じ
さ
ま
に
し
て
、
ほ
う
ど
つ
き
あ
ひ
た
る
、
か
た
み
に
ゆ
づ
り
あ
ひ
て
、
ま
ち
た
る
。
か
し
こ
ま
り
あ
る
所
なン
ど
に
て
は
、
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ま
づ
と
も
い
ふ
か
し
。
火
つ
く
る
を
り
なン
ど
は
、
さ
て
ま
つ
程
も
、
久
し
く
さ
へ
覚
ゆ
。

【
語
釈
】

○
出
た
る
に
、
わ
す
れ
て
、
も
て
こ
ざ
り
し
、
く
ち
を
し
さ
よ
―
外
出
し
た
折
に
タ
バ
コ
を
持
っ
て
く
る
の
を
忘
れ
た
時
の
悔
し
さ
よ
。
○
ひ

げ
し
つ
ゝ
―
へ
り
く
だ
り
な
が
ら
。
○
す
べ
て
、
な
め
げ
な
る
こ
と
―
総
じ
て
礼
を
失
す
る
こ
と
。
○
大
か
た
つ
ゝ
ま
し
く
て
、
せ
ぬ
わ
ざ
な

る
を
―
普
通
は
遠
慮
し
て
し
な
い
こ
と
で
あ
る
が
。
○
か
し
こ
ま
り
あ
る
所
―
居
住
ま
い
を
正
す
場
所
。
○
火
つ
く
る
を
り
―
火
打
ち
で
火
を

点
け
る
間
。

（
二
十
五
）〈
少
年
の
喫
煙
、
火
の
不
始
末
に
よ
る
不
祥
事
〉

　

人
に
つ
か
は
る
る
わ
ら
は
の
、
ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ぬ
程
、
わ
り
な
く
こ
の
み
て
、
使
の
道
なン
ど
、
し
る
人
の
が
り
、
か
く
ろ
へ
つ
ゝ
立
よ
り
て

は
、
こ
よ
な
う
お
そ
か
り
し
と
、
い
ち
は
や
く
い
は
る
ゝ
物
か
ら
、
と
み
の
事
い
ひ
に
や
り
た
る
折
なン
ど
も
、
な
ほ
こ
り
ず
ま
の
、
あ
ま
の
も

し
ほ
火
、
け
ふ
り
の
た
え
ま
を
、
う
ら
さ
び
し
と
ぞ
お
ぼ
ひ
たン
め
る
。

　

露
ば
か
り
の
す
ひ
が
ら
よ
り
、
火
い
で
き
て
、
お
ほ
く
の
屋
ど
も
、
や
け
う
す
る
た
め
し
も
、
あン
な
れ
ば
、
ふ
か
く
此
火
の
こ
と
、
せ
い
す

る
も
、
こ
と
は
り
ぞ
か
し
。
そ
れ
は
さ
る
こ
と
に
て
、
つ
ね
に
衣キ

ヌ

なン
ど
や
き
た
ゞ
ら
し
、
あ
る
は
た
ゝ
み
に
落ト
し
て
、
し
ら
ざ
る
を
、
人
に
見

つ
け
お
し
へ
ら
れ
て
、
あ
は
て
ふ
た
め
き
、
ひ
ろ
ひ
す
て
た
る
。
か
た
は
ら
い
た
く
、
す
ゞ
ろ
に
お
か
し
。

【
語
釈
】

○
人
に
つ
か
は
る
る
わ
ら
は
の
、
ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ぬ
程
―
使
用
人
の
少
年
で
、
ま
だ
タ
バ
コ
を
喫
む
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
年
齢
で
。
○
わ
り
な

く
こ
の
み
て
―
タ
バ
コ
を
偏
愛
し
て
。
○
使
の
道
な
ど
、
し
る
人
の
が
り
、
か
く
ろ
へ
つ
ゝ
―
お
使
い
の
途
次
、
知
人
の
許
に
隠
れ
て
は
。
○

と
み
の
事
い
ひ
に
や
り
た
る
折
―
火
急
の
報
せ
を
遣
わ
す
時
。
○
こ
り
ず
ま
の
、
あ
ま
の
も
し
ほ
火
―
懲
り
ず
に
点
け
た
タ
バ
コ
の
煙
。「
こ



─ 68 ─

本
居
宣
長
『
お
も
ひ
草
』
の
研
究
（
田
中
）

り
ず
ま
の
浦
の
み
る
め
も
ゆ
か
し
き
を
塩
焼
く
あ
ま
や
い
か
が
思
は
む
」（
源
氏
物
語
・
須
磨
）。
○
け
ふ
り
の
た
え
ま
を
、
う
ら
さ
び
し
と
ぞ

お
ぼ
ひ
た
め
る
―
煙
が
絶
え
る
間
を
寂
し
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
う
ら
さ
び
し
」
の
「
う
ら
」
は
「
浦
」
を
掛
け
、「
須
磨
」
の

縁
語
。「
君
ま
さ
で
煙
絶
え
に
し
塩
釜
の
う
ら
さ
び
し
く
も
見
え
渡
る
か
な
」（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
五
二
・
紀
貫
之
）。
○
露
ば
か
り
の
す
ひ

が
ら
―
ほ
ん
の
少
し
の
吸
い
殻
。
○
此
火
の
こ
と
、
せ
い
す
る
―
タ
バ
コ
の
火
の
始
末
を
厳
し
く
決
め
る
。
○
そ
れ
は
さ
る
こ
と
に
て
―
そ
れ

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
。
○
や
き
た
ゞ
ら
し
―
焼
き
た
だ
れ
て
。
○
か
た
は
ら
い
た
く
、
す
ゞ
ろ
に
お
か
し
―
気
恥
ず
か
し
く
軽
率
で
ば
か
ば

か
し
い
。

（
二
十
六
）〈
タ
バ
コ
の
調
度
品
の
清
掃
と
手
入
れ
、
持
ち
主
の
心
根
〉

　

朝
ま
だ
き
霜
、
よ
の
な
ご
り
い
と
寒ム
け
く
て
、
大
か
た
、
か
し
ら
さ
し
い
づ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
に
、
さ
ゞ
や
か
な
る
わ
ら
は
べ
の
、
ら
う
た
げ

に
う
ち
し
ぼ
み
て
、
け
ふ
り
の
調テ

ウ

度ド

も
ち
い
で
つ
ゝ
、
か
き
は
ら
ひ
、
き
た
な
き
物
き
よ
む
る
と
て
、
氷
う
ち
た
た
き
、
水
そ
ゝ
ぎ
、
か
た
手

ふ
き
〳
〵
、
石
に
す
り
て
、
が
は
〳
〵
と
い
ひ
た
る
、
音
さ
へ
、
哀
に
き
こ
ゆ
。

　

お
ほ
か
た
此
て
う
ど
の
も
て
な
し
に
も
、
あ
る
じ
の
心
の
お
し
は
か
ら
る
ゝ
也
。
い
つ
も
ち
り
ば
み
け
が
れ
て
、
ひ
い
れ
の
は
い
、
き
た
な

げ
に
、
き
せ
る
あ
か
つ
き
、
と
ゞ
こ
ほ
り
が
ち
な
る
は
、
に
く
ゝ
さ
へ
ぞ
あ
る
。
き
ら
ゝ
か
に
み
が
き
な
し
て
、
き
よ
げ
な
る
は
、
一
き
は
、

の
む
心
ち
も
よ
し
。
か
ゝ
り
と
て
、
あ
ま
り
心
を
い
れ
て
、
ち
り
も
ゐ
さ
せ
じ
と
、
も
て
あ
が
め
た
る
も
、
是
の
み
に
や
、
暮
す
ら
ん
と
、
心

づ
き
な
し
。
火
の
い
く
た
び
も
き
え
た
る
、
い
と
む
つ
か
し
。
は
い
ふ
き
こ
ぼ
し
た
る
、
あ
さ
ま
し
さ
は
、
え
も
い
は
ず
。

【
語
釈
】

○
朝
ま
だ
き
霜
、
よ
の
な
ご
り
―
朝
早
く
昨
晩
の
霜
の
余
波
で
。
○
か
し
ら
さ
し
い
づ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
に
―
外
に
頭
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い

の
で
。「
頭
さ
し
出
づ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
空
の
乱
れ
に
、
出
で
立
ち
参
る
人
も
な
し
」（
源
氏
物
語
・
明
石
）。
○
さ
ゞ
や
か
な
る
わ
ら
は
べ
の
、
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ら
う
た
げ
に
う
ち
し
ぼ
み
て
―
小
柄
な
子
ど
も
が
か
わ
い
ら
し
く
腰
を
落
と
し
て
。
○
け
ふ
り
の
調
度
―
煙
草
の
調
度
品
。
○
き
た
な
き
物
き

よ
む
る
―
よ
ご
れ
た
も
の
を
き
れ
い
に
す
る
。
○
氷
う
ち
た
た
き
、
水
そ
ゝ
ぎ
―
煙
管
の
手
入
れ
を
す
る
手
順
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
○
て

う
ど
の
も
て
な
し
―
タ
バ
コ
の
調
度
品
の
手
入
れ
。
○
あ
る
じ
の
心
の
お
し
は
か
ら
る
ゝ
也
―
持
ち
主
の
心
の
奥
が
推
測
さ
れ
る
。
○
き
せ
る

あ
か
つ
き
、
と
ゞ
こ
ほ
り
が
ち
な
る
―
煙
管
に
垢
が
付
着
し
、
通
り
が
悪
く
な
る
。
○
か
ゝ
り
と
て
―
だ
か
ら
と
い
っ
て
。
○
ち
り
も
ゐ
さ
せ

じ
―
塵
を
据
え
る
よ
う
な
こ
と
も
す
る
ま
い
。「
塵
を
だ
に
据
ゑ
じ
と
ぞ
思
ふ
咲
き
し
よ
り
妹
と
我
が
寝
る
常
夏
の
花
」（
古
今
集
・
夏
・
一
六

七
・
凡
河
内
躬
恒
）。
○
も
て
あ
が
め
た
る
も
―
寵
愛
す
る
の
も
。
○
是
の
み
に
や
、
暮
す
ら
ん
と
、
心
づ
き
な
し
―
タ
バ
コ
の
た
め
に
だ
け

生
活
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
好
き
に
な
れ
な
い
。
○
い
と
む
つ
か
し
―
た
い
そ
う
う
っ
と
う
し
い
。
○
は
い
ふ
き
こ
ぼ
し
た
る
、
あ
さ
ま
し

さ
は
、
え
も
い
は
ず
―
灰
が
吹
き
こ
ぼ
れ
た
見
苦
し
さ
は
何
と
も
言
い
よ
う
が
な
い
。

（
二
十
七
）〈
タ
バ
コ
へ
の
限
り
な
い
愛
執
〉

　

か
く
の
み
、
い
み
じ
う
い
ひ
な
す
を
、
い
み
き
ら
は
む
人
は
、
そ
れ
し
か
あ
ら
じ
、
や
う
な
き
物
也
と
、
思
ひ
す
て
な
む
も
、
こ
と
は
り

哉
。
つ
く
〴
〵
と
た
ど
り
つ
ゝ
思
へ
ば
、
げ
に
は
か
な
く
あ
だ
な
る
物
に
こ
そ
と
も
、
思
ひ
か
へ
さ
る
。
も
ろ
こ
し
に
て
も
、
と
り
〴
〵
に
こ

と
は
り
て
、
さ
だ
め
か
ね
た
る
と
か
や
。
い
む
こ
と
た
ゞ
し
き
、
ほ
う
し
なン
ど
の
、
ち
か
く
さ
し
よ
せ
だ
に
せ
ぬ
も
、
い
と
た
う
と
し
。
か
く

迄
は
、
思
ひ
と
け
共
、
な
ほ
お
き
が
た
き
物
に
や
、
あ
し
た
に
お
き
た
る
に
も
、
ま
し
て
、
物
く
ひ
た
る
に
も
、
ぬ
る
と
て
も
、
大
か
た
は
な

る
ゝ
折
こ
そ
な
け
れ
。
か
う
、
つ
ね
に
け
ぢ
か
く
、
し
た
し
き
物
は
、
な
に
か
は
あ
る
。
さ
る
を
、
い
み
じ
き
願グ

ワ
ン

た
て
、
も
の
い
み
なン
ど
し

て
、
七
日
、
も
し
は
十
日
なン
ど
、
た
ち
ゐ
た
ら
ん
ほ
ど
に
ぞ
、
つ
ね
は
、
さ
し
も
思
は
ぬ
此
君
の
、
一ヒ

ト

日ヒ

も
な
く
て
は
、
え
あ
ら
れ
ぬ
こ
と
を

ば
し
る
ら
ん
か
し
。

【
語
釈
】
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○
か
く
の
み
、
い
み
じ
う
い
ひ
な
す
―
こ
の
よ
う
に
タ
バ
コ
を
称
賛
す
る
。
○
げ
に
は
か
な
く
あ
だ
な
る
物
に
こ
そ
と
も
、
思
ひ
か
へ
さ
る
―

な
る
ほ
ど
虚
し
く
無
駄
な
も
の
と
返
す
返
す
も
思
わ
れ
る
。
○
も
ろ
こ
し
に
て
も
、
と
り
〴
〵
に
こ
と
は
り
て
、
さ
だ
め
か
ね
た
る
と
か
や
―

中
国
で
も
種
々
様
々
に
議
論
し
て
決
め
か
ね
て
い
る
と
か
。
典
拠
未
詳
。
○
い
む
こ
と
―
穢
れ
を
遠
ざ
け
る
こ
と
。
○
な
ほ
お
き
が
た
き
物
に

や
―
や
は
り
放
っ
て
お
け
な
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
○
あ
し
た
に
お
き
た
る
に
も
、
ま
し
て
、
物
く
ひ
た
る
に
も
、
ぬ
る
と
て
も
―
朝
起

き
た
時
に
も
、
ま
し
て
食
後
に
も
、
寝
る
時
に
も
。
○
け
ぢ
か
く
、
し
た
し
き
物
―
身
近
で
昵
懇
の
物
。
○
た
ち
ゐ
た
ら
ん
ほ
ど
―
禁
煙
し
て

い
る
間
。
○
此
君
―
タ
バ
コ
。
限
り
な
い
愛
執
が
見
え
る
。　

（
二
十
八
）〈
識
語
〉

　

癸
酉
仲
秋　

神
風
伊
勢
意
須
比
飯
高
本
居
健
蔵
草

　

安
永
四
年　

乙
未
仲
春　

長
谷
川
常
雄
写

 

〔
付
箋
〕
尾
花
か
も
と
を
書
著
し
給
へ
る
は
翁
二
十
四
の
御
と
し
宝
暦
三
年
癸
酉
之
仲
秋
な
り
。
こ
の
と
し
通
称
健
蔵
と
改
め
つ
。

【
語
釈
】

○
癸
酉
仲
秋
―
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
八
月
。
宣
長
二
十
四
歳
。
○
神
風
伊
勢
―
「
神
風
」
は
「
伊
勢
」
の
枕
詞
。
○
意
須
比
飯
高
―
「
意

須
比
」
は
「
飯
高
」
の
枕
詞
。「
倭
姫ノ

命ノ

世
記
に
、
意オ

ス

ヒ
須
比
飯イ

ヒ

高タ
カ
ノ

国
と
あ
る
は
、
食
器
に
物
を
盛モ

ル

を
、
余ヨ

ソ

フ
曽
布
と
も
意オ

ソ

フ
曽
布
と
も
云
、
そ
の
言

に
て
、
意オ

ソ

ヒ
曽
比
た
る
飯イ

ヒ

高
し
と
云
意
の
、
枕
詞
な
れ
ば
、
此コ

コ

と
は
異
な
り
。
さ
れ
ど
言
の
意
は
、
本
は
一ツ

に
お
つ
め
り
。
此ノ
意
須
比
を
儀
式
帳

に
は
、
忍
と
あ
る
は
、
比ノ

字
の
後
に
脱オ

チ

た
る
な
る
べ
し
。
強
て
よ
ま
ば
、
忍ノ

一
字
を
も
オ
ス
ヒ

⃝

⃝

⃝

と
訓
べ
し
」（『
古
事
記
伝
』
巻
十
一
）。
○
乙

未
仲
春
―
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
二
月
。
○
長
谷
川
常
雄
―
宣
長
の
門
弟
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
～
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）。
通
称

新
二
郎
、
ま
た
武
右
衛
門
。
実
は
、
豪
商
中
里
新
三
郎
の
長
男
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
十
六
歳
の
時
に
『
菅
笠
日
記
』
の
旅
に
同
行
す
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る
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
以
前
に
入
門
す
る
（『
授
業
門
人
姓
名
録
』）。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
は
常
雄
、
十
九
歳
。
な
お
、
常
雄
は

「
格
別
出
精
厚
志
」（
寛
政
五
年
十
一
月
九
日
付
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡
）
三
十
二
名
に
も
名
を
連
ね
る
。

【
注
】

（
１
）『
本
居
宣
長
稿
本
全
集
』
第
一
輯
（
博
文
館
、
大
正
十
一
年
）
所
収
。

（
２
）『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
以
下
、
宣
長
の
文
は
同
全
集
に
よ
る
。

（
３
）
伊
藤
東
涯
『
秉
燭
譚
』
は
『
日
本
随
筆
大
成
』
一
―
十
一
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

（
４
）『
在
京
日
記
』
宝
暦
六
年
十
一
月
十
七
日
条
。

（
５
）
拙
著
『
本
居
宣
長
の
大
東
亜
戦
争
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
十
一
年
）
お
よ
び
『
国
学
史
再
考
―
の
ぞ
き
か
ら
く
り
本
居
宣
長
』（
新
典
社
、
平
成
二

十
四
年
）
参
照
。

（
６
）
拙
著
『
村
田
春
海
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
十
二
年
）
参
照
。

（
７
）
杉
田
昌
彦
『
宣
長
の
源
氏
学
』（
新
典
社
、
平
成
二
十
三
年
）
参
照
。

　
【
付
記
】
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
た
ば
こ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
年
度
研
究
助
成
課
題
「
愛
煙
家
本
居
宣
長
の
原
点
『
お
も
ひ
草
』
の
研
究
」
に
よ

る
研
究
成
果
で
あ
る
。
翻
刻
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
書
誌
文
献
調
査
の
許
可
を
い
た
だ
い

た
各
所
蔵
先
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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ancient and contemporary times] or the Genji monogatari  [Tale of Genji ] ,  

and while the text was written in the classical style of elegant ancient 

Japanese literature, when depicting the tobacco itself, he described it using 

colloquial expressions from the early modern period. Above all, we should 

note that the colloquial writing style he used at this time would be used by 

him in his later discussions and articles, and we can surmise that the 

acquisition of the versatile colloquial style was an important precursor for his 

activities as a scholar of national learning ( kokugaku ) .

keywords：Motoori Norinaga    Omoigusa  (Obanagamoto )   textual research   

textual annotation  Goyouin Bunkozohon  at Kogakkan University



─ 73 ─

本
居
宣
長
『
お
も
ひ
草
』
の
研
究
（
田
中
）

Research  on  Motoori  Norinaga’s  Omoigusa

Koji  Tanaka

Abstract

Among specialists, the fact that Motoori Norinaga was a tobacco lover is 

well-known. Tobacco was his constant companion from his 20s, when he went 

to Kyoto for medical training, until the final years of his life. As a scholar, 

Norinaga not only smoked tobacco, but he absorbed knowledge of it from 

Chinese books, and he recorded this in the form of notes. When he was 24, 

out of his deep affection for tobacco, he composed a work of literary jottings 

(zuihitsu ) called Omoigusa [Grasses of meditation] (also known as 

Obanagamoto  [Sources of Japanese pampas grasses] ).

   This paper on Omoigusa  presents the results of an investigation of extant 

sources, and through textual criticism and revisions of the content, it aims to 

provide annotations to the text.  First, the results of an investigation of each 

version has shown that, as a rule, manuscripts carried the title of 

Obanagamoto  and printed versions were titled as Omoigusa . Second, the 

content of the original text has been found to have been best retained in the 

manuscript versions, and this essay has concluded that it is therefore 

appropriate to treat the Obanagamoto  text held at Kogakkan University in 

the Goyouin Collection as a source text. Third, the process of annotating this 

text has revealed that Norinaga had already acquired in his 20s most of his 

skill with written Japanese expressions from purely Japanese passages, and 

this paper establishes that he was able to freely use this skill to compose 

various kinds of sentences. In describing scenes or depicting emotion, he 

drew on the literary classics such as the Kokin wakashu  [Collected poems of 




